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■組織名　「宇の花会」
　活動動機は、平成 12 年に保健課で行う痴呆予防教室（認知症
予防）をきっかけに自主グループとして活動を開始しています。
　川西地区公民館（有明農村研修センター）で月に 2回（第 1・
3木曜日の午前中）に 15 人程度で、音楽ボランティアの田淵司
さん・ヤス子さんご夫妻の協力をもらい歌や体操、室内レクリエー
ションで毎回楽しく頭と体の若返りに努めています。
　代表者の川崎サチさんは「仲間を募っています。関心のある方
はぜひ見学においでください」と話していました。

健康仲間！

　

市
民
総
参
加
に
よ
る
「
志
民
元
気
は

つ
ら
つ
健
康
づ
く
り
宮
田
山
ハ
イ
キ
ン

グ
」
が
９
月
26
日
、
松
山
町
泰
野
の
松

山
中
学
校
を
起
点
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の

ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
基
地
を
目
指
し
、
準
備
運
動
を

し
て
出
発
、往
復
10
㌔
の
行
程
で
し
た
。

　

出
発
し
て
一
時
間
余
り
で
目
的
地
に

到
着
。
ほ
ど
よ
い
広
場
と
丘
の
斜
面
を

利
用
し
た
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
基
地
に
参

加
者
は
、
腰
を
下
ろ
し
、
眼
下
に
広
が

る
黄
金
色
に
実
っ
た
田
ん
ぼ
や
収
穫
の

進
む
芋
畑
を
眺
め
、
一
息
し
ま
し
た
。

　

前
回
登
っ
た
霧
岳
を
目
の
前
に
し
て

市
役
所
松
山
支
所
の
上
原
支
所
長
が
宮

田
山
や
松
山
町
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
、
都
城
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
15
年
の
経
験
を

持
つ
竹
山
利
行
さ
ん
や
松
山
支
所
の
中

村
さ
ん
が
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
る
飛
行
機
の
翼
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
そ
れ
を
操
る
と
い
う
説
明
や
、
こ

こ
の
最
長
飛
行
で
小
林
市
上
空
往
復
が

で
き
た
こ
と
な
ど
、
全
員
驚
き
の
表
情

で
し
た
。
ま
た
、
２
人
乗
り
の
体
験
飛

行
で
は
、
仲
間
が
目
の
前
か
ら
飛
ん
で

い
く
様
子
に
歓
声
が
上
が
り
、
無
事
に

着
陸
す
る
と
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
飛
ん

だ
感
想
は
、「
鳥
に
な
っ
た
よ
う
な
気

分
で
し
た
」
と
笑
顔
満
開
で
し
た
。

　

自
然
を
相
手
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
愛

好
家
も
増
え
、
10
月
18
日
に
は
松
山
大

会
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
は
、
貴
重
な
見

学
が
で
き
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

★
ハ
イ
キ
ン
グ
の
前
は
よ
く
体
が
動
く

よ
う
に
、
終
っ
た
あ
と
は
疲
れ
が
残
ら

な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
、
し
っ
か
り

と
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

次
は
「
陣
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と

「
や
っ
ち
く
松
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

～
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
～

　

11
月
1
日
（
日
）、
志
布
志
町
夏
井

の
陣
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
、11
月
8
日（
日
）、

松
山
町
新
橋
の
や
っ
ち
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。
陣
岳
の
国
際
の
森
公
園
か
ら

志
布
志
湾
を
望
む
景
色
は
絶
景
で
す
。

ま
た
、
や
っ
ち
く
祭
り
の
開
門
に
心
を

膨
ら
ま
せ
、
新
橋
地
区
の
歴
史
遺
産
を

巡
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
ご
ろ
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
市
民
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
陣
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
、
や
っ
ち
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
申
し
込
み
方
法
等
に

つ
き
ま
し
て
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

空
中
散
歩
に
感
銘
し
、
参
加
者
総
勢
１
６
６
人
が
、

宮
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今回も多くの方がハイキングを楽しみました

パラグライダー体験をする参加者

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年7月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３１３，９６６，８５６円
７月末国保加入者数 １１，７９４人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２６，６２１円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，６４２円
個 人 負 担 額 ３，９７９円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市
（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約85.1％を市（国保）が負担しています。
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■問い合わせ先　大隅曽於地区消防組合消防本部予防課　℡ 099-482-5577　　　　　南部消防署　　℡ 099-477-0119
　　　　　　　　志布志市役所総務課消防防災係　　　　℡ 474-1111（内線 216）

既存の住宅も平成 23 年 6 月 1 日までの設置が義務付けられています！

■適用期間
　・既存の住宅⇒平成 23 年 6月 1日までに設置
■設置場所
　　住宅・共同住宅 ( 県市町営・アパート ) の就
　寝の用に供する居室 ( 寝室 )、寝室がある階の
　階段などに設置します。( 煙式 )
■火災警報器等の設置例

■住宅用火災警報器等の販売先
　電気店やホームセンター等で販売しています。
■住宅用火災警報器の種類(何れも4千円程度です)
　煙式は、寝室・階段などに設置します。
　熱式は、台所に設置します（任意ですが、でき
　るだけ設置をお願いします）。　

寝室 寝室

居室 寝室

台所居室 台所
■ ■

■ ■
階
段

設置個数：1個 設置個数：3個

■は警報器

悪質な訪問販売等にご注意！
消防署が住宅用火災警報器や消火器を販売することはありません

購入の際はＮＳマークの付いたものを購入してください

NS マークは、日本消防検定協会が消防用機械器具（エアゾー
ル式簡易消火具や火災警報器等）の構造、材質、性能等につい

ての試験を行い、技術上の基準に適合した製品に添付されます。火災警報器の
基準は、消防庁の省令で定められ、日本の住環境にあった規定となっています。
現在、技術上の基準に適合しているかの試験を行っているのは日本消防検定協
会だけですので、ＮＳマークがついた製品のみが、日本の基準に適合している
ことになります。
　また取り付け方法などは、購入の際に取扱店の係員にお尋ねください。

住宅用火災警報器の設置義務化について
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「
志
布
志
市
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
（
火
災
警
報
器
・
自
動
消

火
器
）」
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
で
は
、ご
高
齢
の
方
の
う
ち
、

寝
た
き
り
等
の
状
況
で
支
援
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
や
、
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
火
災
警
報
器
ま
た
は

自
動
消
火
器
の
給
付
を
行
う
「
志
布
志
市

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
に
伴
う
費
用
の
負
担
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
、
課
税
世
帯
の

方
は
価
格
の
1
割
で
す
。

　

給
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
本
庁

ま
た
は
志
布
志
支
所
、
松
山
支
所
の
、
介

護
保
険
担
当
係
へ
申
請
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
申
請
書
、
課
税
状
況
確
認
の
た
め
の
同
意
書

　

用
紙
は
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
担
当
窓

口
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
印
鑑
（
認
印
で
可
）

■
課
税
世
帯
の
方
の
負
担
額

●
火
災
警
報
器　
　

３
９
９
円

●
自
動
消
火
器　

２
２
０
５
円

※
平
成
21
年
度
の
額
で
あ
り
、
来
年
度
以

降
は
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
本
庁
保
健
課
介
護
保
険
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

●
松
山
支
所
市
民
課
保
健
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

10 
10
を
横
に
倒
す

と
、
眉
と
目
の
形
に

な
る
こ
と
か
ら
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

 

人
が
受
け
取
る
情
報

は
85
㌫
が
目
か
ら
入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
代
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
長
時
間
使
用

や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
の
多
用
、
さ
ら
に

は
不
規
則
な
生
活
習
慣
に
よ
る
慢
性
的
な

睡
眠
不
足
な
ど
目
に
は
過
酷
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
『
目
』は
一
生
も
の
。
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

①
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
、
テ
レ
ビ
を
み
る

と
き
は
、
意
識
的
に
ま
ば
た
き
を
す
る

　

パ
ソ
コ
ン
で
の
連
続
作
業
は
１
時
間
以

内
と
し
、
そ
れ
以
上
の
時
は
１
時
間
に
５

分
程
度
の
休
憩
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ

　

エ
ア
コ
ン
の
か
か
っ
て
い
る
部
屋
に
長

時
間
い
れ
ば
、
目
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る

涙
が
蒸
発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
風
は
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
し
、

濡
れ
タ
オ
ル
や
加
湿
器
を
使
っ
て
、
室
内

の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
睡
眠
と
良
質
の
睡
眠
を
心
が

け
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
す
る

　

夜
は
涙
の
分
泌
量
が
少
な
く
な
る
た

め
、
夜
間
に
作
業
を
す
る
と
目
に
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
。

④
ア
イ
ラ
イ
ン
は
、
ま
ぶ
た
の
ふ
ち
に
か

か
ら
ぬ
よ
う
に
し
、
ア
イ
メ
イ
ク
は
毎
晩

完
全
に
落
と
す

　

最
近
増
え
て
い
る
の
が
、
涙
の
分
泌
量

は
ほ
ぼ
正
常
で
傷
も
な
い
の
に
「
目
が
乾

く
」
と
ド
ラ
イ
ア
イ
の
症
状
が
あ
る
人
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、「
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
」

の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
は
、
上
下
の
ま
ぶ
た

の
ふ
ち
、ま
つ
げ
の
内
側
に
数
十
個
あ
り
、

油
を
分
泌
し
、
涙
の
蒸
発
を
防
い
で
い
ま

す
。

　

こ
の
腺
が
感
染
し
た
り
、
つ
ま
っ
た
り

す
る
と
、「
目
が
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
」「
充
血
」

と
い
う
症
状
が
で
て
き
ま
す
。お
化
粧
は
、

就
寝
前
に
は
し
っ
か
り
と
落
と
す
こ
と
が

大
切
で
す
。　

⑤
目
に
よ
い
栄
養
を
積
極
的
に
摂
る

●
目
の
血
行
を
よ
く
し
、
目
の
す
み
ず
み

に
栄
養
や
酸
素
を
送
る

　

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

カ
シ
ス
、
ブ
ド
ウ
な
ど
）

●
目
の
光
を
感
じ
る
力
を
強
め
た
り
、
乾

燥
を
予
防
す
る

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
緑
黄
色

野
菜
、
レ
バ
ー
な
ど
）

●
目
の
神
経
や
筋
肉
の
疲
労
回
復

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
（
レ
バ
ー
、
タ
ラ
コ
、
納

豆
、
ウ
ナ
ギ
、
イ
ワ
シ
な
ど
）

⑥
紫
外
線
を
避
け
る

　

お
肌
と
同
様
、
紫
外
線
は
目
の
老
化
に

も
関
係
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
外
出

す
る
と
き
は
、
Ｕ
Ｖ
加
工
の
色
の
薄
い
サ

ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
帽
子
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
。

●
遠
く
の
景
色
を
眺
め
る
。
庭
木
等
の
緑

を
み
る
。

●
蒸
し
タ
オ
ル
を
目
に
あ
て
る
ホ
ッ
ト

パ
ッ
ク
：
ド
ラ
イ
ア
イ
や　

目
が
し
ょ
ぼ

し
ょ
ぼ
す
る
よ
う
な
目
の
疲
れ
に
効
果
的

●
冷
た
い
タ
オ
ル
を
目
に
あ
て
る
ア
イ
ス

パ
ッ
ク
：
目
が
充
血
し
て
い
る
時
や
目
の

周
辺
が
熱
っ
ぽ
い
よ
う
な
目
の
疲
れ
に
効

果
的

●
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
：
目
の
周
り
に
は
た

く
さ
ん
の
つ
ぼ
が
あ
る
の
で
、
詳
し
い
場

所
が
わ
か
ら
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
眉
毛

の
上
に
そ
っ
て
、
鼻
の
付
け
根
、
目
の
下

の
骨
、
こ
め
か
み
を
順
に
指
の
腹
で
押
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
直
接
眼
球
は
押
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

一
〇
月
一
〇
日
は

　
　

   「
目
の
愛
護
デ
ー
」

目
の
健
康
を
守
る
た
め
に

目
が
疲
れ
た
ら
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生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集
！

■
実
施
時
期
（
７
回
か
ら
10
回
）

　

平
成
21
年
11
月
～
平
成
22
年
３
月

■
募
集
要
件

①
平
成
22
年
度
以
降
、
月
3
回
以
上
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

②
既
存
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
可

　

能
な
方
、
若
し
く
は
新
た
な
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
団
体
を
組
織
す
る
方

■
申
込
期
限　

平
成
21
年
11
月
2
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
７
０
）

自
分
の
原
石
（
力
）
を
再
発

見
し
ま
せ
ん
か
？

原
石
（
力
）
を
み

が
き
、
光
り
輝
く
宝
石
に

あ
な
た
の
輝
き
で
地
域
を
照
ら
し

て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
？
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還
暦
同
窓
会
で
母
校
に
寄
付
！

　

８
月
12
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
、

昭
和
40
年
３
月
に
松
山
中
学
校
を
卒
業
し

た
卒
業
生
２
３
２
人
の
う
ち
98
人
が
集
ま

り
還
暦
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
に
何
か
贈

ろ
う
と
、
児
童
や
生
徒
に
役
立
つ
も
の
を

自
由
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
現
金
を
寄

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。９
月
14
日
、

発
起
人
代
表
の
中
原
信
夫
さ
ん
ら
３
人

が
、
松
山
地
区
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学

校
の
校
長
室
で
寄
付
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

尾
野
見
小
学
校
の
原
園
功
一
校
長
は

「
先
輩
達
の
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
は
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。
早
速
、
こ
の
浄
財

を
図
書
購
入
な
ど
に
役
立
て
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

同窓会の代表が各校で寄付を手渡しました

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
会
開
催

　

９
月
10
日
、
有
明
総
合
体
育
館
で
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
会
が
行
わ
れ
、

市
内
や
大
崎
町
か
ら
高
齢
者
56
人
が
参
加

し
て
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
講
義
や

体
力
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
老
人
ク
ラ
ブ
21
世
紀
プ
ラ
ン
」

の
「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
の
中
で
「
健

康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
関

心
も
高
く
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
づ
く
り

や
社
会
参
加
に
取
り
組
む
前
提
と
な
る
も

の
で
、
今
回
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
順
天
堂
大
学
の
武
井
正
子

名
誉
教
授
に
よ
る
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
の
基
礎
知
識
」
等
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
参
加
者
は
、
普
段
心
が
け
て
い
る
健
康

づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

体力測定で 6 分間歩行を行う参加者の皆さん

新
し
い
校
旗
が
体
育
祭
で
初
披
露

　

９
月
13
日
、
志
布
志
中
学
校
体
育
祭
の

入
場
行
進
の
前
に
、
学
校
創
立
か
ら
60
年

以
上
使
用
さ
れ
、
痛
み
が
激
し
か
っ
た
校

旗
に
か
わ
り
、
新
し
い
校
旗
が
生
徒
達
に

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
校
旗
は
、
昭
和
29
年
に
同
校
を
卒

業
し
た
川
井
田
幸
一
さ
ん
が
寄
贈
し
た
も

の
で
、
銀
鼠
色
の
下
地
に
同
校
の
校
章
が

刺
繍
さ
れ
て
い
る
立
派
な
も
の
で
す
。

　

川
井
田
さ
ん
か
ら
屋
田
伸
仁
校
長
へ
手

渡
さ
れ
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
に
集
ま
っ

た
生
徒
や
保
護
者
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

川
井
田
さ
ん
は
「
こ
う
し
て
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
で
す
。
頑

張
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
を
見
て
い
る
と
頼

も
し
く
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

入場行進を前に真新しい校旗が披露されました

 

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
・
・
・

　

９
月
４
日
、
市
内
の
最
高
齢
と
白
寿
の

方
を
市
長
・
議
長
・
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
が
訪
問
し
、長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

志
布
志
市
で
は
、
９
月
１
日
現
在
、
65
歳

以
上
の
方
１
万
２
４
５
人
が
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口
の
29
・
71

㌫
で
す
。
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
20
人
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
の
最
高
齢
者
は
昨
年
に
引
続
き
、
松

山
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
っ
ち
く

の
盛
田
ツ
子
さ
ん
で
明
治
38
年
生
ま
れ
、

１
０
４
歳
で
す
。

　

市
の
発
展
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

養護老人ﾎｰﾑあけぼの園でのお祝いの様子

曽
於
地
区
総
合
防
災
訓
練

　

９
月
５
日
、
松
山
町
城
山
総
合
公
園
で

平
成
21
年
度
曽
於
地
区
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
等
の
発
生
時

に
、
関
係
機
関
が
相
互
に
連
携
を
保
ち
な
が

ら
、
各
種
の
災
害
応
急
対
策
が
迅
速
・
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
防
災
体
制
の
確
立
と
、
併

せ
て
市
民
の
皆
様
に
防
災
・
救
急
の
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
が
主
と
な

り
、
志
布
志
市
消
防
団
を
は
じ
め
19
の
関

係
機
関
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、

強
い
地
震
が
発
生
し
、
が
け
崩
れ
や
家
屋

の
倒
壊
、
交
通
事
故
の
発
生
等
複
数
の
災

害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
訓
練
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
で
、迅
速
な
対
処
を
し
て
い
ま
し
た
。

倒壊家屋からの救出訓練をする市消防団員

パトカーや大型バイクのパレードで交通安全を訴えました

大
型
懸
垂
幕
で
交
通
安
全
呼
び
か
け

　

志
布
志
警
察
署
宇
都
鼻
駐
在
所
地
域
安

全
推
進
協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
蓬

原
出
張
所
先
と
駐
在
所
近
く
の
２
か
所
に

交
通
安
全
広
報
用
の
大
型
懸
垂
幕
を
新
調

し
ま
し
た
。

　

新
調
に
あ
た
り
、
同
駐
在
所
の
受
持
区

内
に
あ
る
原
田
小
学
校
に
協
力
を
お
願
い

し
、
交
通
事
故
防
止
の
標
語
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
作
品
の
な
か
か
ら
１

年
生
の
南
堂
遙
花
さ
ん
の
「
横
断
歩
道　

待
っ
て
い
る
私
に　

気
付
い
て
ね
」
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
枦
山
彩い

ろ
は葉
さ

ん
（
３
年
）
と
佐
藤
勇
助
さ
ん
（
６
年
）

の
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
新
し
い
懸

垂
幕
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

関係者や標語を考えた児童も集まってのお披露目
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無
事
故
を
願
っ
て
１
０
０
０
人
立
哨

　

９
月
25
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
に
あ
わ
せ
て
恒
例
の
「
１
０
０
０
人

街
頭
立
哨
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で

は
、
市
長
が
「
今
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

市
内
で
は
４
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
協

力
で
、
交
通
事
故
を
撲
滅
す
る
機
運
を
高
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

権
現
橋
か
ら
菱
田
橋
東
交
差
点
ま
で
の

国
道
２
２
０
号
線
６
㌔
程
の
区
間
に
学
校

や
自
治
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
企
業
団

体
の
皆
さ
ん
１
８
０
０
人
余
り
が
、
沿
道

か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
学
す
る
児
童
・
生

徒
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

恒
例
の
パ
レ
ー
ド
で
は
パ
ト
カ
ー
の
先

導
で
「
交
通
事
故

無
く
し
隊
」
の
オ

ー
ト
バ
イ
や
「
あ

ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
し
ぶ

し
創
年
団
」
の
青

パ
ト
な
ど
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
や
沿
道

の
方
た
ち
に
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
山
地
区
で
は
、
新
橋
か
ら
尾

野
見
の
県
道
沿
い
で
立
哨
を
行
い
、
国
道

沿
い
以
外
の
各
小
中
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
正
門
前
で

立
哨
を
実
施
し
、
広
く
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
今
後
も
交
通
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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県
柔
道
大
会
で
市
内
選
手
が
活
躍

　

８
月
30
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
25
回
鹿
児
島
県
少
年
柔
道
学
年
別
錬

成
大
会
」
で
、
小
学
校
6
年
生
男
子
の
部

で
和
田
一
樹
さ
ん
（
志
布
志
小
）
が
優
勝
、

小
学
校
2
年
生
男
子
の
部
で
別
府
笑
太
郎

さ
ん
（
野
神
小
）
が
３
位
入
賞
の
活
躍
を

し
ま
し
た
。

　

両
選
手
は
市
武
道
館
で
、
志
布
志
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
仲
間
15
人
程
と
週
に

３
回
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
男
子
の
部
で
優
勝
し
た
和
田
さ

ん
は
「
夏
休
み
の
間
も
一
生
懸
命
稽
古
を

積
ん
だ
成
果
が
出
て
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
は
全
国
大
会
で
も
活
躍
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

優勝した和田さん（左）と 3 位入賞した別府さん

感
謝
の
心
を
こ
め
て

　

９
月
６
日
、
午
後
６
時
か
ら
宇
都
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
第
７
回
定
期
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
の
た
め
に
、
夏
休
み
は
連

日
練
習
に
励
み
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

事
前
の
準
備
や
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

保
護
者
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
援
助
を
い

た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
中
学
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル「
夏

の
祭
典
」
で
金
賞
を
い
た
だ
い
た
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ス
ゥ
エ
ア
リ
ン
ジ
ェ
ン
作
曲
「
ブ

ル
ー
リ
ッ
ジ
の
伝
説
」
や
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
な
ど
の
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
特
集
や
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
15
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。
３
年
生
は
最
後
の
定
期
演
奏

会
と
な
り
、
訪
れ
た
観
客
と
と
も
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

感謝の心をこめて演奏する生徒

文
化
活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
５
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
で
、
第
３
回
志
布
志
市
障
害
者
文
化
活

動
発
表
会
が
９
月
の
発
達
障
害
者
月
間
に

合
わ
せ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
活
動
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
障
害
者
等
の
社
会
参
加
を
目
的
と

し
、
舞
台
発
表
や
、
展
示
な
ど
日
頃
の
活

動
を
数
多
く
の
方
が
披
露
し
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
陶
芸
等
の
素
敵
な
作

品
や
卵
の
即
売
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
舞

台
で
は
、
団
体
で
の
手
話
や
演
奏
を
、
個

人
で
は
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
な
が
ら
も
、
普
段
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
も
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
観
客
に
贈
り
ま

し
た
。

現
場
見
学
会
で
ア
ー
ト
に
挑
戦
！

　

９
月
７
日
、
若
浜
地
区
に
あ
る
崎
田
建

設
の
防
波
堤
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
事
現

場
で
、
志
布
志
小
学
校
の
４
年
生
児
童
70

人
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
港

湾
の
見
学
を
行
い
、
志
布
志
市
で
ど
の
よ

う
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
社
の
ブ

ロ
ッ
ク
製
作
工
事
現
場
の
見
学
を
行
い
、

そ
の
後
、
重
さ
45
㌧
の
大
き
な
根
固
め
ブ

ロ
ッ
ク
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
手
や
洋
服
に
ペ
ン

キ
を
付
け
な
が
ら
魚
や
海
の
絵
等
を
描
き

ま
し
た
。
小
園
優
香
さ
ん
は
「
私
達
の
絵

が
海
の
中
に
残
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
で

す
。機
会
が
あ
っ
た
ら
見
て
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

みんなで素敵な絵を描いていました

日頃の練習の成果を発表しました

　

8
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
福
岡

県
立
総
合
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
で
、
志
布
志

中
学
校
か
ら
7
人
の
選
手
が
出
場
し
、
男

子
総
合
3
位
に
な
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

東
京
都
辰
巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ

た
第
32
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
で
、

志
布
志
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
か
ら
13
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
初
め
て
リ
レ
ー
チ
ー
ム

が
標
準
記
録
を
突
破
し
て
出
場
す
る
な

ど
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
全
国
大
会
で
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
観
弘
選
手
（
志
布
志
中
３

年
）は
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
、チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
で
は

高
校
生
を
相
手
に
中
学
新
記
録
で
優
勝
す

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
、
屋
田
伸
仁
校
長
と
と
も
に

全
国
中
学
大
会
に
出
場
し
た
志
布
志
中

学
校
の
生
徒
の
う
ち
6
人
が
市
役
所
を
訪

れ
、
そ
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

山
口
観
弘
さ
ん
は「
今
回
の
大
会
に
は
、

リ
レ
ー
等
に
出
場
す
る
た
め
多
く
の
仲
間

と
と
も
に
出
場
で
き
て
心
強
か
っ
た
。
今

後
も
練
習
を
積
み
重
ね
て
、
更
に
大
き
な

大
会
で
活
躍
し
た
い
で
す
」
と
大
会
の
感

想
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

高い志を持って日々練習に励んでいる志布志ＤＣの皆さん

市役所に活躍の報告に来た選手の皆さん

珍
し
い
魚
た
ち
が
お
出
迎
え

　

香
月
地
区
公
民
館
の
奥
に
あ
る
志
布
志

保
育
園
（
坂
田
津
美
子
園
長
）
の
玄
関
に

は
幅
が
２
６
０
㌢
と
い
う
大
型
水
槽
が
あ

り
、
体
長
60
㌢
を
超
え
る
大
型
の
ア
ロ
ワ

ナ
等
大
小
40
匹
の
熱
帯
魚
が
飼
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
人
気
で
す
。

　

こ
れ
は
、
情
操
教
育
に
と
昨
年
の
12
月

か
ら
飼
育
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
ア
ー

リ
ー
が
、マ
ウ
ス
ブ
リ
ー
ダ
ー（
口
内
保
育
）

で
、
卵
を
産
ん
だ
あ
と
口
内
で
卵
を
守
り
、

ふ
化
し
た
後
も
稚
魚
が
口
内
を
出
入
り
す

る
様
子
等
に
園
児
は
見
入
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
田
園
長
は
「
市
内
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
や
愛
好
家
の
方
の
協
力
で
飼
育
し
て
い

ま
す
。
悠
々
と
泳
ぐ
魚
を
見
て
い
る
と
心

も
い
や
さ
れ
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
祭
で
伝
統
芸
能
を
披
露

　

９
月
13
日
、出
水
中
学
校
の
体
育
祭
で
、

毎
年
恒
例
の
郷
土
芸
能
「
て
べ
し
」「
棒

踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
春
の
花
見
の
時
期
に
、
稲
の

豊
作
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
上
出
水
集
落

に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
で
、
35
年
程
前
か
ら

体
育
祭
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
祭
に
む
け
て
、
上
出
水
集
落
の
方

の
指
導
の
も
と
、
８
月
17
日
か
ら
、
夜
毎

日
、
体
育
館
で
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
19
人
は
全
員
参
加
し
て
、
卒
業
生
・
保

護
者
・
指
導
者
・
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

体
育
祭
当
日
は
、生
演
奏（
歌
・
拍
子
木
・

三
味
線
・
太
鼓
）の
も
と
卒
業
生
・
保
護
者
・

地
域
の
方
も
参
加
し
て
、
勇
壮
で
躍
動
感

溢
れ
る
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

地域の方の指導のもと連日練習を行いました

子どもたちは毎日水槽の魚を見るのが楽しみです

志
布
志
市
の
選
手
が
全
国
で
大
活
躍
！

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と日曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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警
察
犬
の
訓
練
で
交
流

　

８
月
７
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
で
、
警
察
犬
指
導
員
に
よ

る
嘱
託
警
察
犬
と
訓
練
犬
の
訓
練
公
開
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
公
開
で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

利
用
者
や
保
育
所
の
園
児
、
ま
た
一
般
の

方
、
約
２
５
０
人
が
見
守
る
中
、
持じ

ら
い来
訓

練
（
投
げ
た
も
の
を
持
っ
て
く
る
）
や
足

跡
追
及
訓
練
な
ど
の
警
察
犬
と
し
て
の
基

本
的
な
訓
練
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
降
る
犬
に
と
っ
て
悪
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
足
跡
追
跡
を
す
る
嘱

託
警
察
犬
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま

し
た
。
訓
練
の
最
後
に
は
警
察
犬
や
訓
練

犬
と
高
齢
者
や
園
児
と
の
触
れ
合
い
も
行

わ
れ
、犬
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

嘱託警察犬の訓練に子どもたちは大喜びでした

空
手
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た

　

７
月
29
日
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
事
業
で
有
明
町
通
山
の
竹
井
克
実
さ
ん

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
カ
ト
リ
ー

ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ（
18
歳
）さ
ん
が
市
内
の

空
手
道
場
成
武
館（
黒
石
清
美
館
長
）で
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
相
互
交
流
に
よ
り
友
好
と

親
善
を
深
め
、
国
際
的
技
能
を
高
め
る
と
と

も
に
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ー
ン
さ
ん

は
「
ド
イ
ツ
で
空
手
を
し
て
い
る
の
で
日
本

の
空
手
の
道
場
を
見
学
し
た
い
」
と
い
う
要

望
も
あ
り
こ
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
４
年
ほ
ど
や
っ
て
い
る
と

い
う
カ
ト
リ
ー
ン
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
１
時
間
ほ
ど
基
本
の
練
習
と
ミ
ッ

ト
打
ち
の
練
習
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

子どもたちとともに稽古を行うカトリーンさん

九
州
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出
！

　

８
月
28
日
か
ら
30
日
か
け
て
、
大
分
県
で

開
催
さ
れ
た
「
第
24
回
全
九
州
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
会
」
に
蓬
原
バ

レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
鹿
児
島
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ベ
ス
ト
８
進
出
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

各
県
代
表
の
24
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
大

会
で
、
同
チ
ー
ム
は
予
選
で
沖
縄
県
と
熊

本
県
の
代
表
チ
ー
ム
に
勝
利
を
収
め
準
々

決
勝
に
勝
ち
進
み
、
3
年
連
続
出
場
の
佐

賀
県
代
表
久
間
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
惜
敗
し
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
13
人
と
い
う
少
人
数
な
が
ら

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
大
規
模
校
に
も

負
け
な
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
「
頑
張
れ

ば
夢
は
か
な
う
こ
と
が
分
か
り
、
自
信
が

つ
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

チームワークでベスト８進出を果たした子どもたち

卒
業
生
が
大
型
テ
レ
ビ
を
寄
贈

　

志
布
志
市
立
有
明
中
学
校
に
同
中
卒
業

生
の
松
尾
秋
夫
氏
か
ら
50
イ
ン
チ
の
大
型

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
４
台
が
寄
付
さ
れ
、
9

月
28
日
、
生
徒
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
氏
は
工
事
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
総
合
商
社
の
松
尾
商
行
の
代
表
取
締
役

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
以
前
に
も
パ

ソ
コ
ン
10
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
が
、今
回
、

生
徒
の
学
習
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
テ

レ
ビ
を
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

昼
休
み
に
市
長
等
が
同
中
を
訪
れ
1
年

生
の
生
徒
42
人
に
寄
付
の
経
緯
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
年
生
の
外
城
直
樹
さ
ん
は
「
と
て
も

大
き
い
テ
レ
ビ
に
驚
き
ま
し
た
。
学
習
に

役
立
て
て
寄
付
し
て
く
れ
た
先
輩
の
期
待

に
応
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

生徒にテレビのお披露目がされました

巨
大
し
め
じ
に
び
っ
く
り
！

　

松
山
町
新
橋
の
永
田
秋
美
さ
ん
の
畑
の

脇
に
巨
大
な
し
め
じ
が
出
現
し
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
し
め
じ
は
「
ニ
オ
ウ
シ
メ
ジ
」
で
、

10
年
程
前
に
敷
地
内
に
自
生
し
て
い
る
の

を
見
つ
け
、
枯
れ
た
後
に
稲
わ
ら
を
か
け

て
自
然
に
増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

家
庭
菜
園
の
手
入
れ
を
す
る
の
が
趣
味

の
永
田
さ
ん
で
す
が
、
し
め
じ
に
つ
い
て

は
「
特
に
手
入
れ
は
し
た
こ
と
が
な
い
」

と
言
い
ま
す
。

　

一
度
、
珍
し
い
し
め
じ
な
の
で
、
同
窓

会
に
持
っ
て
行
っ
て
食
べ
た
ら
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
、
観

賞
用
と
し
て
、
２
メ
ー
ト
ル
に
迫
る
そ
の

大
き
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

これまでで最大級の大きさと喜ぶ永田さん

道
路
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
12
日
、
宅
建
協
会
大
隅
支
部
が
、

志
布
志
運
動
公
園
入
口
付
近
の
清
掃
作
業

と
志
布
志
駅
前
ま
で
の
道
路
沿
い
の
ご
み

拾
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
９
月
23
日
の
〝
不
動
産

の
日
〟
前
後
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
市

内
と
大
崎
町
の
会
員
15
人
が
集
ま
り
、
花

壇
の
草
取
り
や
草
刈
機
で
生
い
茂
っ
た
雑

草
の
伐
採
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
拾
い
で
は
、
街
路
樹
の
根
元
な
ど

に
捨
て
ら
れ
た
ポ
イ
捨
て
ご
み
が
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
い
っ
ぱ
い
に
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
「
こ
の
よ
う
な
形
で

社
会
貢
献
で
き
て
幸
せ
で
す
。
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

暑い中、清掃作業を行う皆さん
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緑
の
少
年
団「
プ
ラ
ン
タ
ー
届
け
隊
」

　

８
月
29
日
、
潤
ケ
野
緑
の
少
年
団
（
内

園
公
康
会
長
・
団
員
数
51
人
）
が
、
校
区

内
の
店
舗
や
事
業
所
等
に
親
子
で
植
え
た

花
苗
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
届
け
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
31
人
の
団
員
と
そ
の
保

護
者
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
を
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

同
少
年
団
で
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
み
ど
り
の
羽
根
募
金
活
動
や
植
樹
祭
な

ど
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
森
林
観
察
等
を
行

な
い
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
緑
が
果
た

す
役
割
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
日
髙
波
瑠
さ
ん
は
「
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
心
を
込
め
て
植
え
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
育
て
て
ほ
し
い
」
と
プ
ラ
ン

タ
ー
を
見
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

プランターに植え付けました

子
ど
も
た
ち
に
ち
り
め
ん
の
寄
付

　

９
月
28
日
、
㈲
堤
水
産
の
堤
賢
一
代
表

取
締
役
と
妻
の
京
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
、
志
布
志
湾
で
獲
れ
た
「
ち
り
め
ん
」

10
㌕
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
月
４
日
が
〝
ち
り
め
ん
の

日
〟
で
、
堤
水
産
と
県
機
船
曳
網
協
議
会

が
子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ

り
の
ち
り
め
ん
を
食
べ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
志
布
志
市
の
漁
業
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ち
り

め
ん
は
10
月
23
日
の
給
食
の
献
立
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

堤
取
締
役
は
「
子
ど
も
た
ち
の
魚
離
れ

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
魚
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
心
温

ま
る
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子どもたちに海の恵みを届けました
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定
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
あ
る
約
２
０
０
の
小
売
店
の
中

で
、１
３
8
の
小
売
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
18
の
小
売
店
主
と
河
本
正
男
市

商
工
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
、
お

よ
び
市
長
が
協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し

押
印
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
一
番
不
安
が
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
が
、
小
売
店
の
方
で
す
。

「
レ
ジ
袋
が
有
料
化
に
な
れ
ば
お
客
が
減

る
の
で
は
」
と
率
直
な
不
安
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
市
民
が
「
買

い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
」
を
実
践
す
る
こ

と
で
「
レ
ジ
袋
な
ん
て
い
ら
な
い
よ
ね
」

と
、
皆
さ
ん
の
意
識
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
で
、
そ
の
不
安
を
拭
い
去
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

グ
リ
ー
ン
購
入
を
し
よ
う

「
グ
リ
ー
ン
購
入
」と
は
、購
入
す
る
際
に
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
積
極
的
に
選
ぶ

行
動
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
こ
う
し
た
行
動
を
実
践
す
る
消
費

者
を
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
」
と

呼
び
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
指
針
と
し
て
左
表
の
「
グ

リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
10
原
則
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
買
い
物
が
い
ま
の
社
会
を

持
続
可
能
な
社
会
に
変
え
る
カ
ギ
を
握
っ

て
い
る
の
で
す
。

レ
ジ
袋
有
料
化　

１
３
８
社
調
印
※

　

9
月
25
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
促
進
・
レ

ジ
袋
お
断
り
率
大
幅
ア
ッ
プ
に
関
す
る
協

捨てられたごみたちの「叫び⑤」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「小粒の涙」

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

池のほとりに散乱していた。
　段ボール箱のおなかから、まだまだ空き缶がは

き出されそうだった。
　苦しくて涙が止まらない。ごみに「ごめんなさい」
言ってあげた。
　無造作に捨てられたごみたちの中に、私たち人間を見
つめる顔があちこちに。ごみの立場になって耳を傾ける
と、いろんな声が聞こえてきます。捨てられたものにも
「言い分」がありそうだ。
　それを捨てた側にも、知ってほしい。単なる「モノ」
と考えているから簡単に捨てる事が出来るんだと・・・。
　もっと社会で生かしてほしいと思って私も環境活動を
続けています。

レ
ジ
袋
有
料
化
始
ま
り
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
が
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
な
っ
て
、
１
３
０
カ
所
を
超
え

る
環
境
学
習
会
の
開
催
、
店
頭
で
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
を
行
い
、
約
９
０
０
０
人
の

市
民
に
そ
の
必
要
性
と
協
力
を
依
頼
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
環
境
学
習
会
は
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
だ
こ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、戸
惑
い
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
こ

の
小
さ
な
「
取
り
組
み
」
が
、
や
が
て
は

他
の
市
町
村
も
追
随
し
た
大
き
な
取
り
組

み
に
、
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

レ
ジ
袋
は
お
断
り
す
る
。
レ
ジ
袋
が
必
要

な
ら
買
う
」
と
い
っ
た
新
し
い
積
極
的
な

生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
先
ず
は
私
た

ち
か
ら
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

グリーンコンシューマー10原則
①必要なものを必要な量だけ買う

②使い捨て商品ではなく、長く使える

　ものを選ぶ

③包装はないものを最優先し、次に最

　小限のもの、容器は再使用できるも

　のを選ぶ

④作るとき、使うとき、捨てるとき、

　資源とエネルギー消費の少ないもの

　を選ぶ

⑤化学物質による環境汚染と健康への

　影響の少ないものを選ぶ

⑥自然と生物多様性を損なわないもの

　を選ぶ

⑦近くで生産・製造されたものを選ぶ

⑧作る人に公正な分配が保証されるも

　のを選ぶ

⑨リサイクルされたもの、リサイクル

　システムのあるものを選ぶ

⑩環境問題に熱心に取り組み、環境情

　報を公開しているメーカーや店を選ぶ

おじゃったもんせクリーン作戦への参加をお願いいたします。
○ 11 月 7（土）、8日（日）に「第 21 回秋の陣まつり」が開催されます。そこで、「歓迎」の気持ちと「自分たちの地域
は自分たちできれいにするんだ」という気持ちを込めて、「おじゃったもんせクリーン大作戦」を実施いたしますので、

※ 10 月 1日現在の協力してくださる小売店の数です。小売店名につきましては 11 月号にて紹介いたします。

窪健一氏

調印式の様子

調印式に参加された関係者の皆さん



扶
養
親
族
等
申
告
書
は

期
限
ま
で
に
ご
提
出
を
！

　

老
齢
又
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
『
雑

所
得
』
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す

が
、
こ
の
所
得
税
を
計
算
す
る
際
の
各

種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
も
の
が
『
扶

養
親
族
等
申
告
書
』で
す
。（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
は
非
課
税
で
す
。）

　

申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
る
な
ど
、
ご

提
出
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
の
年
金
額
が
１
０
８
万
円

以
上
（
65
歳
以
上
の
方
は
１
５
８
万
円

以
上
）
の
受
給
者
の
方
あ
て
に
、
申
告

書
の
は
が
き
が
11
月
上
旬
ま
で
に
送
ら

れ
て
き
ま
す
の
で
、
提
出
期
限
ま
で
に

必
ず
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
申
告
書

を
提
出
し
た
場
合
で
も
税
務
署
に
確
定

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
、
扶
養
親
族
等
の
人
数

　

が
増
減
す
る
な
ど
に
よ
り
申
告
し
た

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
内
容
に
変
更

　

が
生
じ
た
方

●
年
金
以
外
の
収
入
（
給
与
等
）
が
あ

　

る
方

●
他
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

●
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険
料
控

　

除
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う

　

と
す
る
方

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
に

お
い
て
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申

告
す
る
際
に
は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
皆
様
に
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
そ
の
扶
養
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
等

は
、
納
付
し
た
方
が
申
告
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

お
届
け
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

　

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方 

→ 

平
成
21

　

年
11
月
上
旬

●
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

　

ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た

　

方 

→ 

平
成
22
年
２
月
上
旬

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

　

民
間
委
託
開
始
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
方
へ
の
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
督
励
や
保
険
料
収
納
業
務

に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
、

平
成
21
年
10
月
よ
り
民
間
委
託
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
、
従
来
、
官
が
行
っ
て
き
た

事
業
に
民
間
事
業
者
の
参
入
機
会
を
広

げ
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
コ

ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
の
委
託
を
受
け
た
民
間

事
業
者
は
、
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る

ご
案
内
や
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
場
合

に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、鹿
屋
社
会
保
事
務
所（
☎

０
９
９
４
ー

42
ー
５
１
２
１
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　

1�　市報しぶし■ 2009.10 2009.10 ■市報しぶし　1�

赤峰勝人さんの講演会を開催します
　太陽の光を元にして、命のエネルギーは、水や空気や大地、そして全て
の生き物たちの中を、いろいろに形を変えながら大きく循環しています。
　人間は、宇宙の循環から大きくはみ出してしまいました。自然の力を
もってしても、浄化できないものを作りすぎました。
　志布志なずなの会では、環境への負荷を減らし美しい地球を次の世代
に引き継ぐために「循環農法」を広め、誰もが安全でおいしい食べ物を
いただけて、健康で楽しく暮らす人があふれるまちを目指し活動してい
ます。
　このたび「ニンジンから宇宙へ」の著書でもおなじみの赤峰勝人さん
を講師に招き講演会を行います。赤峰さんは大分県臼杵市野津町で、無
農薬・無化学肥料の循環農法を確立し、全国に広めています。
　「無農薬野菜＝虫食い野菜ではありません。健康な土から育った無農
薬野菜は下葉のところぐらいしか食べられません。被害にあうのはせい
ぜい一割程度です」　「虫は、人間の代わりに危ない野菜を食べてくれて
いたわけです」など、今までの既成概念を覆す内容を楽しく、分かりや
すく論理的に話してくださいます。
　家庭菜園でなかなか上手に野菜が作れない、無農薬で野菜を作ってみ
たい等の答えが見つかるかもしれません。
　多くの市民の皆様のご出席をお待ちしております。

■日　時　10月 31 日（土）
　　　　　開場 13:00　開演 13:30
■場　所　やっちくふれあいセンター
■参加費　1,000 円（当日 1,500 円）

■問い合わせ先
　志布志なずなの会　℡ 472-3342
■後援　志布志市

　

９
月
５
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ラ
リ

ス
で
、
鹿
児
島
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業

協
会
（
橋
口
勝
理
事
長
）
主
催

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
し
ぶ
し
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
地

域
活
性
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行

政
、
企
業
の
協
働
事
業
の
方
法

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
、共
生
・

協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
の
意

義
や
協
働
の
必
要
性
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

県
大
隅
地
域
振
興
局
福
元
道

雄
総
務
企
画
部
長
を
講
師
に
招

き
「
行
政
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
す

る
も
の
」
と
題
し
た
基
調
講
演
と
市
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
３
団

体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
防
災
推
進
協
議

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
志
布
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
、
あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ぶ
し
創
年
団
）
よ
り
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
市
民
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
共

生
・
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
の
必
要

性
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
等
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
が
良
く
わ

か
っ
た
」
と
の
感
想
や
「
行
政
と
の
協

働
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
」
な

ど
質
問
も
多
く
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
り

組
み
に
大
き
な
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　

今
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
た
橋

口
理
事
長
は
「
記
念
す
べ
き
第
一
回

目
を
志
布
志
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
志
布
志
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
活
発
な
活
動
を
続

け
て
お
り
、
志
を
高
く
持
っ
た
市
民

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
行
政
と
手
を
取
り
合
い
、共
生
・

協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
来

場
者
を
交
え
て
交
流
会
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

政
権
交
代

　

ご
存
知
の
通
り
、
先
に
行
わ
れ
た
衆

議
院
選
挙
に
よ
り
民
主
党
が
与
党
と
な

り
、
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
政
府
か
ら
具
体
的
な

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
「
地

方
分
権
」「
地
方
主
権
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
の
で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
市

の
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
は
影
響
が
な

い
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
１
９
９
０
年

と
比
較
し
て
25
㌫
削
減
す
る
と
い
う
高

い
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
市

で
は
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
資

源
ご
み
の
分
別
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
10
月
１
日
か
ら
は
レ
ジ
袋
の
有
料

化
を
開
始
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

こ
と
を
生
か
し
て
市
と
し
て
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
段
階
的
に
高
速

道
路
の
無
料
化
を
政
策
の
目
玉
と
し
て

い
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
観
光

資
源
を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
方
に
志
布

志
市
に
訪
れ
て
も
ら
う
一
方
、
新
鮮
な

市
内
産
の
農
畜
産
物
や
魚
介
類
等
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
、
低
コ
ス
ト
で
全
国
に

輸
送
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
鳩
山
総
理
は
政
策
の
な

か
で
「
友
愛
外
交
」
を
提
唱
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
は
現
在
、
市
で
進
め

て
い
る「
志
の
ま
ち
づ
く
り（「
高
い
志
・

慈
愛
の
精
神
）」
に
通
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
〝
価
値
観
の
異
な
る

国
に
対
し
て
互
い
の
立
場
を
認
め
合
い

な
が
ら
、
共
存
共
栄
を
し
て
い
く
〟
と

い
う
趣
旨
の
外
交
方
針
で
す
が
、
相
互

尊
重
、
相
互
理
解
、
相
互
扶
助
と
い
っ

た
相
手
を
思
い
や
る
慈
愛
の
精
神
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
慈
愛
と
い
う
「
充
ち

足
り
た
情
感
が
自
然
と
あ
ふ
れ
出
て
、

皆
の
心
が
充
た
さ
れ
る
様
」
は
難
し
い

よ
う
で
す
が
、幸
せ
の
視
点
を
〝
自
分
〟

か
ら
〝
み
ん
な
〟
に
移
す
こ
と
で
、
実

現
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
９
月
13
日
、

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
９
年

連
続
2
０
０
本
安
打
の
大
記
録
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。
自
己
主
張
の
強
い
ア
メ

リ
カ
社
会
で
も
彼
の
野
球
へ
の
真
摯
な

姿
や
寡
黙
で
練
習
熱
心
、
積
み
重
ね
た

力
を
発
揮
す
る
様
に
共
感
す
る
人
が
多

い
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に「
武
士
の
姿
」

で
同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う

と
と
も
に
、
私
た
ち
も
日
々
の
出
来
事

に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
、

10
月
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
ポ
イ
捨
て
ご

み
の
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

向
け
た
も
の
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終着駅の映画館「きみに読む物語」の上映について

　映画館のない志布志でも大きなス
クリーンで定期的に映画を楽しみた
い。子どもたちに映画館の雰囲気を味
わってもらいたい。映画を観て育った
年配の方々に、もう一度感動してもら
いたい。そのような想いから、NPO
法人三方良主催で、今年度より JR 志
布志駅にちなんで「終着駅の映画館」
の上映が始まりました。

　２回目となる今回は、「きみに読む物語」。介護・福祉をテーマに夫
婦のそして家族の愛をもう一度見つめなおす感動の純愛ドラマです。
　ご家族、ご友人お誘いの上、ご来場ください。
■上映作品　きみに読む物語
■日時　10 月 24 日（土曜日）　14:00・17:00 の 2 回上映
■場　所：サンポートしぶしアピア　２階
■入場料：大人 1,000 円、子ども（中学生以下）500 円
　親子ペア 1,200 円
■主　催：ＮＰＯ法人三方良
■お問い合わせ先：ＮＰＯ法人三方良　℡ 487-8251
※「終着駅の映画館」事業は、平成 21 年度志布志市市民提案型共生・
　協働・自立モデル事業補助金の助成を受けて実施されます。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
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４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
し
ぶ
し
開
催

多くの関係者がフォーラムに参加しました

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり



	　  

と　き　11 月 7 日（土）　前夜祭　午後 6 時 00 分開催
　　　　11 月 8 日（日）　本　祭　午前 8 時 45 分開門
ところ　志 布 志 市 松 山 城 山 総 合 公 園 内 特 設 会 場

必見！松山城
高さ 18㍍、幅 27㍍、まつり期
間中しかご覧になれません！

・大抽選会　　　　・からくり忍者屋敷
・なんまいダーツ　・ストラックアウト
・ふわふわ　　　　・やっちくサスケ
・通行手形（先着 2000 名様無料配布）
・ふれあい動物園　・陣馬そり競争
・玉入れ選手権　　ほか

■総合司会　じゃっどん小野ちゃん
■前夜祭
　・松山城ライトアップ
　・アンデス・フォルクローレ公演
　・地域出演応募者による競演　ほか
■本祭
　・奉納武者行列・山積み野菜の大盤振る舞い
　・サムライ鍋の無料配布
　・やっちく団子の無料配布
　・こんにゃく、甘酒の無料配布
　・さゆり保育園お遊戯
　・川路郷土芸能披露
　・香田晋歌謡ショー　ほか
※赤ちゃん・お子様の休憩施設もあります。ご家
　族連れで遊びに来てください。

秋の陣まつり

第21回

「旬の味覚をはらいっぱい！」

主催 : ふるさとまつり有明実行委員会 志布志市役所港湾商工課内
　　　℡ 474-1111　Fax474-2281

第
４
回
志
布
志
市

12 月 6 日
（日）

●フード　フェスティバル
　（「地産地消」にこだわっ
　  た旬の味覚体験）
●健康づくり広場
●環境広場
●子ども広場
●舞台演芸
●フリーマーケット
●ゲートボール大会

フリーマーケット出店者、
舞台出演者を募集します！
■申込期限　11月9日（月）まで
※詳細につきましては下記まで問
　い合わせください。

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　がない場合は 17:00 まで）　17:00 まで）　）　■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

11　

月

開
催
場

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
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オール女子

宮島ＧⅢ 唐津一般（9～13）

児島ＧⅠ周年 三国GⅠ周年（11/12～） 津ＧⅢ（18～23）

福岡GⅠ周年

常滑ＳＧチャレンジカップ

芦屋ＧⅢ女子（3日目、～12/3）

若松一般

丸亀一般

桐生GⅠMB大賞 若松一般（9～13）

蒲郡一般

桐生一般（14～18）

蒲郡一般（～23）

若松一般（～27）丸亀一般（28～12/3）

2009.10 ■市報しぶし　1�

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

「地産地消」、「健康」、「環境」
のコーナーが更に充実！

さんふらわあのダイヤが変更になります！！
　現在多くの皆様にご利用いただいている、志布志と大阪を結ぶ「さんふらわあ」のダイヤが 11 月から一部改正
になります。詳細は表のとおりです。
■志布志港発大阪南港着時刻表
　現　在 　平成 21 年 11 月 1 日から
平　日　　17 時 55 分発　翌朝 7 時 40 分着 平　日　17 時 55 分発　翌朝 7 時 40 分着
土曜日　　17 時 55 分発　翌朝 8 時 50 分着 土曜日　18 時 30 分発　翌朝 8 時 50 分着
日曜日　　17 時 00 分発　翌朝 7 時 40 分着 日曜日　17 時 00 分発　翌朝 7 時 40 分着
※ＧＷ・夏期・冬期は出港時間が 17:55 になる日曜日もあります。
■問い合わせ先　ダイヤモンドフェリー志布志支店　℡ 099-473-8185

■今月の競艇教室【第 1回　競艇とは？】
①競艇は 6艇のボートで、1周 600mのレースコースを 3周して
着順を競う競技です。この１着から 2着を当てたり、1着から 3
着を当てたりするのが、競艇の遊びです！

②競艇は 1日 12 レースあり、1人の選手が 1日 2 回まで走るこ
とができます。1レースで外れても、次のレースで挽回が可能です。

③競艇はほとんどのレースが 6日間で競われます。
　1日目～ 4日目は予選レース：出場選手約 50 名弱が全員競い
合います。5日目第 10 ～ 12 レースが準優勝戦：予選レース成績
のトップ 18 名が準優勝戦 3レースに出場します。
　6日目第 12 レースはいよいよ優勝戦：各準優勝戦の 1着と 2
着の選手、合計 6名で最後の優勝を目指して走ります。
　年間 8回行われる『ＳＧ（スペシャルグレード）レース』と
言われる特別なレースで優勝すると 4,000 万円の優勝賞金。
　その中でも、年末に行われる『ＳＧ賞金王決定戦』で優勝する
と、なんと 1億円の優勝賞金。

■オラレしぶし 11 月番組表（11 月は毎日開催！）
メルマガ会員募集中！
http://orale-cbc.com

トピック



　

今
年
3
月
に
家
族
経
営
協
定
（
農
業
の
経
営
方
針
や
経
営
に
お

け
る
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
就
業
条
件
な
ど
に
つ
い
て
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
決
め
る
も
の
）
を
結
ん
だ
認
定

農
業
者
（
志
布
志
町
帖
）
の
横
峯
信
義
・
美
紀
代
さ
ん
ご
夫
婦
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

親
が
農
業
を
し
て
い
た
の
で
、
自
然
に
農
業
の
道
を
選
び
ま
し

た
。
信
義
さ
ん
が
24
歳
の
と
き
畜
産
業
を
始
め
、
60
頭
の
牛
が
今

で
は
２
４
０
頭
に
増
え
ま
し
た
。

　

子
牛
の
仕
入
れ
は
四
国
ま
で
毎
月
通
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

目
標
だ
っ
た
「
横
峯
牛
」
を
サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
か
ら
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
い
た
だ
き
、
九
州
各
地
で
の
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

景
気
低
迷
の
影
響
で
、
美
味
し
い
牛
肉
が
売
れ
な
い
こ
と
で
す
ね
。

　

み
な
さ
ん
国
産
牛
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
！

　

仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、
家
の
中
で
は
、
意

見
を
言
い
合
っ
て
お
互
い
理
解
し
、
家
族
全
員
で
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～共同��～共同��～～

「家族��協定を結んだことは、いつもやっ
ていることを文書にしました。自分たちが、
活きいきと牛を育てている姿をみて娘たち
の中から後継者が出て来てくれることを期
待しています」と話す横峯夫妻。

Ｑ
．
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ
．
農
業
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ
．
何
が
一
番
大
変
で
す
か
？

Ｑ
．
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.7

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.44

　ポジティブ・アクションとは、男女労働者の間に性別による固定的な役割分担意識を
解消するため、企業が行う自主的かつ積極的な取り組みのことです。
　男女雇用機会均等法により労働者の募集や採用の際に女性を排除することや配置、昇
進、研修等で男女を差別することが禁止されています。しかし、
○�業職に女性がほとんど配置されていない
○課長以上の管理職は男性が大半を占めている
　等の格差が男女労働者の間に事実上生じていることが多いようです。
　ポジティブ・アクションは、目先の男女間の差別を解消することだけではなく、
ひとりひとりがお互いを尊重し、高めあうことによって、企業の生産性や組織力を
向上させることが目的です。
◆具体的には
　①目標値を決めて女性管理職をふやす　　　②管理職候補の女性をリストアップして個別に研修を受けさせる
　③女性の少ない職種や職務に積極的に女性を配置させる
◆ポジティブ・アクションに取り組むことで得られる効果
　①女性の視点を取り入れた提案により業績が上がる　②女性労働者の業務に対し積極的に取り組む姿勢が生まれる
　③社員の定着力が向上する
ポジティブ・アクションは、単に女性だからという理由だけで女性を「優遇」するためのものではありません。これまで
の慣習「女は家庭、男は仕事」という、固定的な性別の役割分担意識の解消や男性の働き方の見直しと意識改革、女性自
身が積極的にチャレンジすることを進めるための取り組みです。

ポジティブ・アクションに取り組んでいますか？

男女共同参画シンポジウムを開催します

◆期　日　　平成 21 年 11 月 28 日（土）13：30 ～ 16：00
◆会　場　　志布志市文化会館
◆講　師　　水谷謹人さん（みやざき中央新聞編集長）
◆参加費　　無料
　　　　　※託児室もありますので、事前にお申し込みください。
◆内　容　　講演会、シンポジウム（体験活動発表）、パネル展示

「志布志市女性人材リスト」登録者を募集します！

　市では、「男女 ( ひと ) がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう」をテーマに、性
別にかかわりなく、お互いを尊重しながら、個性と能力を十分に発揮し、共に参画できる男女共
同参画社会の実現を目指しています。
しかし、様々な分野で女性の参画が不十分であるのが現状です。より多くの女性の皆様に政策・
方針決定の場へ参画していただくことを目的として「志布志市女性人材リスト」を作成し、市の
審議会等の委員への登用の際に活用させていただきたいと考えています。皆さんの積極的な登録
をお待ちしています。

■募集期間　　随時募集していますのでいつでもお申込みください。
■対象者
　次のすべての要件を満たす人
　　①市内に在住または在勤する 20 歳以上の女性。
　　②市政に関心があり、本市の審議会等の委員として活躍する意欲がある人。
　　③本市の一般職員、常勤の特別職の職員または地方公共団体の議会議員および国会議員でない人。
■活動内容　　市の政策・方針等の決定過程となる審議会等の委員の候補者となります。
■分野
　「男女共同参画」「地域活動」「生活・環境」「福祉」「医療・健康」「教育」「経済」「政治・行政」
　「文化・スポーツ」「国際」「歴史」「農業」「情報・通信」「人権」「まちづくり」「子育て」等。
■登録期間　　登録日から２年後の年度末までです。
■登録方法
　裏面の「志布志市女性人材リスト登録票」に必要事項を記入し、押印のうえ、企画政策課へ提出または
郵送してください。
■その他
　女性人材リストの登録内容は、審議会等の委員に女性を登録するにあたり、その候補として活用するも
ので、一般には公開しません。名簿に登録いただいても、必ず委員をお願いするものではなく、委員とし
てお願いする場合は、改めてご依頼させていただきます。

女性人材リスト活用の流れ

女性人材リスト

登 録 者

審議会等担当課問い合せ

紹　介

委員等と
して参画

委員等への
就任依頼

登録

情報提供
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「あなたもわたしも輝くまちに！」



■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■その夜、妻に最期のキスをした

　　横山文野 ･山口智久　著　
　念願の大学講師の職を得て、
研究者としての道を歩みだした
矢先、32 歳の若さでがんを宣
告された妻。そんな妻に寄り添
い、そして最期を看取った夫。
ある夫婦の 3年間にわたる克明
な闘病記プログを単行本化。

■エンディングノート　　　　　　桂　美人	著
死ぬ前に自分の本当の気持ちを
伝えたい人が記す、エンディン
グノート。その文章講座の講師
を依頼された良子は、自らの家
族との不仲もあり、講座に不快
感を示すが、急逝した父がエン
ディングノートを遺していたこ
とを知り ･・･。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「敬老の日～読書のすすめ」

今月のテーマ図書
「秋の絵本」

休館日カレンダー（本館）
October　10 月

日 月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

November　11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

○

○

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会（読み聞かせ会）
本　　館　１０月２４日（土）午後　２時～　２時～２時～
有明分館　１０月２４日（土）午前１０時～

松山分館　１０月２４日（土）午後２時～
安楽分館　１０月１０日（土）午前１０時３０分～
香月分館　１０月３１日（土）午前１０時３０分～
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○

○

蓬原小学校２年生が図書館を探検

　9月 25 日、蓬原小学校の２年生が、市立図書館（本館）
を訪れ、図書館のことについて学習しました。
　これは授業の一環「まちの探検」として、市立図書館を
知って図書館を利用しようとの目的で訪れたものです。
　図書館職員によるお話会を楽しんだり、本を読んだり、
質問したりするなど、市立図書館の様々なことについて学
びました。

読書週間が始まります
名　称　　2009・第 63 回　読書週間
期　間　　10 月 27 日（火）～ 11 月 9日（月）
主　催　　( 社 ) 読書推進運動協議会
標　語　　思わず夢中になりました
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高い「志 (こころざし )」は求めません。
「志」のスタートラインに、あなたの志も

　「志」に高い、低い、大きい、小さいはありません。あ
なたのつづる「志」が、きっと隣の人に伝わり、隣の人は、
その隣の人へ・・・。そして、いつかは、志布志市が海に
開けているように、山に開けているように、優しく、おも
いやりと笑顔にあふれたしっかりとした「志」は海を越え、
山を越え、世界の人々の心にやさしさと生きる勇気を与え
ることと思います。
　志布志市は「志」のスタートラインです。
　「志」を表現するエッセイコンテストです。おさない人、
若い人、人生経験豊かな人、そして、男性、女性、すべて
の人にそれぞれにふさわしい志があります。あなたの心あ
たたまる「志」体験や、勇気づけられた志をお送りください。
あなたが自由につづる文章が、あなたの周りの人の心をほ
のぼのとさせ、多くの人に生きる希望を与えることを願っ
ています。そして、一人ひとりの「志」が大きな輪となり、
笑顔あふれるまちを築くことを願っています。

■応募規定　
●字数は 800 字（400 字原稿用紙縦書き 2 枚。パソコン
　原稿も可。パソコン原稿の場合 20 字× 40 行）応募点
　数は一人 3 点以内とする。
●応募票に必要事項を記入の上、作品一点ごと貼付してご
　応募ください。
●応募要項・応募票は、生涯学習センター及び各地区公民
　館に用意してあります。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。
●いったん提出された後の作品の変更、加筆・訂正は認めません。
●入賞及び掲載作品は公表し、著作権は主催者側に帰属します。
●作品の返却は致しません。
■賞・賞金
　●志大賞1人　副賞10万円　●志準大賞2人　副賞3万円
　●審査員特別賞　若干名　●優秀学校賞／後援団体賞
■作品受付　9月1日(火)～12月22日（火）※当日消印有効
■発表　平成 22 年 2 月 20 日（土）
■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　志布志市　市教育委員会　志布志創年市民大学
■問い合わせ・送付先　
　〒 899-7103　志布志市志布志町志布志 2238 番地 1
　文化会館内　志布志市「志」エッセイコンテスト事務局
　　　　　　　℡ 472-3050　Fax472-3051
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

文化会館リニューアル記念講演　志布志創年市民大学公開講座

相田みつを美術館　館長　相田一人
■演　題　「にんげんだもの　父・相田みつをを語る」
■日　時　１１月２５日 ( 水 )　18:00 開場　18:30 開演
■会　場　志布志市文化会館
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯学習センター、各地区公民館、　教育分
　室、生涯学習課でお求めください。
■問い合わせ先　生涯学習センター　℡ 472-3050

あ い だ　 か ず ひ と

父・相田みつをの生涯を貫いた心
のありようを伝える作品をはじ
め、書や言葉を紹介しながら、生
きていくうえで様々な壁にぶつか
り悩む人々に希望を与えたいとの
熱い思いは、多くの人々に勇気と
元気を与えると好評。

作品募集！

初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える
パ ソ コ ン 講 習 会 受 講 生 募 集！
　パソコンの基本操作、文書作成等を１日３時間の４日間で
また、インターネット・電子メールの利用等も学習します。
■期　間　平成 21 年 6月～ 12 月
■講座数　一講座 20 人定員の 20 講座
■受講料　3,000 円（テキスト代別）
■対象者　18 歳以上の方なら、どなたでも。また、勤務地
　　　　　が市内なら、市外の方でも受講できます。

今年から新しいパソコンでの受講になります。
日程表　有明地区（一部抜粋）		（会場：農村環境改善センター）

NO コース 期　日 時　間 申込締切

15 パソコンで情報発信
～ブログに挑戦～ 10月21日・22日・23日・24日 19:00～ 10月14日

16 エクセルって便利 10月27日・28日・29日・30日 9:00 ～ 10月21日
17 エクセルって便利 11月4日・5日・6日・7日 19:00～ 10月28日
18 パソコンを楽しもう 11月10日・11日・12日・13日 9:00 ～ 11月４日
日程表　松山地区　　　　　　（会場：やっちくふれあいセンター）

NO コース 期　日 時　間 申込締切

19 エクセル初級 11月25日・27日12月2日・4日・9日・11日
19:00～
21:00 11月19日

■問い合わせ先　生涯学習センター	℡ 472-3050
　　　　　　　　生涯学習センター有明　	℡ 474-1111（内線 357）
　　　　　　　　生涯学習センター松山　	℡ 481-4000

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
N
O 日　時 講義内容及び講師

11 10月21日（水）18：50～

地域好学Ⅱ
観光振興による元気なまちづくり
観光プロデューサー　奈良迫　英光

12 10月28日（水）18：50～

地域好学Ⅲ・環境好学Ⅲ
グリーンツーリズムのすすめ
九州のムラ編集長　養父　信夫

13 11/4（水）18：50～

総長まちづくり講演・まちづくり懇話会
笑顔と志あふれるまちづくりへ
　　　総長　本田　修一

14 11月22日（日）～11月23日（祝）
ミステリーバスツアー修学旅行
まるごと福岡　まちづくり珍道中

15 11月25日（水）18：30～

人間好学Ⅶ・市民大学公開講座
にんげんだもの　父・相田みつをを語る
　相田みつを美術館　館長　相田一人

16 12月5日（土）10：00～

人間好学Ⅷ・子育て好学Ⅳ・人権教育講演会
「弁当の日」がやってきた！

香川県綾川町立綾上中学校校長　竹下和男

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

人権教育講演会

志布志創年市民大学公開講座 ・市Ｐ連の集い

香川県綾川町立綾上中学校　校長

竹 下 和 男 講 演 会

■演　題　〝弁当の日〟がやってきた！
「万物が持つ権利の一つとしての人権」

■日　時　12 月 5 日 ( 土 )
　開場 9：30 開演 10：00
■会　場　志布志市文化会館ホール
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯学習センター、各地区公民館、
　各教育分室、生涯学習課でお求めください。

「食べ物には命がある」。

　いのちあるものをいただくことで私た
ちは生かされています。
　料理を通して命の連鎖に気付くことは

とても大切なことです。
　他者とのつながりの中で生かされていることに気付
けば食べ物を粗末にすることなく、一生懸命食べるよ
うになります。
　「いただきます」「ごちそうさま」という言葉が自然
と出てくるようになります。
　生かされている感謝の気持ちは子どもたちの生きる
力にもつながっていきます。
■お問合せ先　創年市民大学事務局　℡ (472)3050

遥かなるアンデスより国境を越え

言葉を越えて心に響く悠久のハーモニー

文化会館リニューアル記念自主文化事業

11 月 6日［金］
志布志市文化会館
■開場　18 時 30 分　■開演　19 時 00 分
■料金（前売り）
　○一般（大学生以上） 1,000 円
　○高校生　　　　　　　 500 円
　○中学生以下 無料
※全席自由※当日券は中学生以下（無料）
を除き各プラス 500 円
■問い合わせ先　志布志市文化会館
　　　　　　　　℡ 472-3050

■１０月１５日（木）　文化会館リニューアルオープン！
　文化会館では、6月中旬からホール棟耐震補強工事と玄関周辺バリアフリー工事を行っておりましたが、事故な
く無事に改修工事を終えることが出来ました。
　なお、使用不可としておりましたホールにつきましては、10 月 15 日（木）から予約可能となります。
　また、年度内にエレベーター棟増築工事を予定しておりますので、改めてお知らせいたします。

教育委員会情報ネット

平成 21 年度　志布志市総合芸術祭
■ 10 月 31 日（土）　16:30 開演
■志布志地区秋の芸術祭　11月1日（日）　9:30 開演
■展示発表　10 月 31 日（土）~11 月 1 日（日）
■会場　志布志市文化会館（抽選会・バザー有り）



⑪部門別職員数の状況
区分

部門
職員数（人） 対前年増減数（人）

平成19年 平成20年 平成21年 平成19年 平成20年 平成21年

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　

一
般
行
政

議　会 5 5 5 0 0 0
総　務 94 90 86 △ 2 △ 4 △ 4
税　務 32 33 34 0 1 1
農林水産 57 56 53 △ 3 △ 1 △ 3
港湾商工 8 10 9 1 2 △ 1
土　木 35 32 30 2 △ 3 △ 2
小　計 231 226 217 △ 2 △ 5 △ 9

福
祉
関
係

民　生 48 42 39 △ 3 △ 6 △ 3
衛　生 25 28 28 △ 2 3 0
小　計 73 70 67 △ 5 △ 3 △ 3

一般行政計 304 296 284 △ 7 △ 8 △ 12
特
別

行
政

教　育 61 52 48 △ 2 △ 9 △ 4
小　計 61 52 48 △ 2 △ 9 △ 4

公
営
企
業
等

水　道 13 13 13 0 0 0
下水道 2 2 2 0 0 0
その他 11 12 13 1 1 1
小　計 26 27 28 1 1 1

総合計 391 375 360 △ 8 △ 16 △ 15
※ 1 職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長
 を含み、臨時又は非常勤職員を除きます）。
※ 2 公�企業等の「その他」には、国保事業及び介護
 保険事業に従事する職員数を計上しています。

⑧特殊勤務手当の状況
手 当 名 内　容 金額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務
（賦課）月　1,500
（徴収）月　3,000
（臨戸徴収）日300

防疫手当 感染症患者の救護作業ほか 日　　　300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 日　　　300
保健師手当 保健師の業務 月　 　1,000
旅行病人及び行旅
死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱（保護等）日    500

（収　容）日 1,000
用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 日　　　300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 月　　 5,000

①職員給与の状況（平成 21 年度一般会計当初予算計上分）
一般職員

（Ａ）
給与費 一人当たり

給与費（B/A）給　料 職員手当 計（Ｂ）
人

348
千円

1,372,915
千円

796,218
千円

2,169,133
千円

6,233
※ 1　職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　職員数には教育長を含んでいます。

②歳出総額に占める職員給与費の割合（平成 21 年度一般会計当初予算計上分）
歳出総額（A） 給与費（B） 給与費率（B/A）

千円
17,961,000

千円
2,653,448

%
14.8

※  　給与費には特別職分（市長、副市長）を含んでいます。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 21 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 円
327,105

円
387,313

歳
42.6

技能労務職 350,820 359,060 54.03
※ 平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、
 住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など加えた 
 ものです。
④職員の初任給の状況　　　　  （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区　分 一般行政職 技　能　職 国の制度
（行政職）

大学卒 円
161,600

円 円
172,200

高校卒 140,100 137,200 140,100

⑤一般行政職の級別職員数の現状（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区　分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
職務内容 課 長 課 長 課長補

佐・主幹
主 任 主
査・係長

係長・主
査・技
術主査

主 事・
技 師

主事・技
師・主事
補・技師補

職員数
（人） 1 28 117 50 48 28 12

構成比
（％） 0.38 9.9 41.2 17.6 16.9 9.9 4.2

⑥期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　　（月分）

区　分 支給期別支給率 支給率計6 月期 12 月期
志布志市 1.95 2.35 4.30

国 1.95 2.35 4.30

⑦退職手当の支給率　　　　　　　　　　　　　　（月分）
区　分 20 年勤続の者 25 年勤続の者 35 年勤続の者 最高限度
支給率 32.76 41.34 59.28 59.28

⑨その他の手当の状況　　　（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区
分 内容 金額 国の制度

との異同
国の制度と
異なる内容

扶

養

手

当

・配偶者
円

13,000

　同　じ
・配偶者以外 1 人につき 6,500
・配偶者のいない職員の
   扶養親族（1人目のみ） 11,000

・16歳から22歳までの扶 
   養親族（1人につき）

5,000
（加算）

住
居
手
当

・借家（支給限度額） 27,000（借家）同じ

・持家 2,500（持家）異なる

（持家）
新 築 又 は 購
入 の 日 か ら
5 年間まで

通
勤
手
当

・支給限度額（40km以上）
15km未満
600円/1km（2km未満を除く）
15km以上
8,900円+2,400/5km

20,900 異なる
（支給限度額）

60km 以上
24,500

①職員の競争試験（平成 20 年度）

区　分 申込者数 第1次受験
者数（A）

第 1 次
合格者数

最終合格
者数（B）

競争率
（A）/（B）

一般事務 53 47 11 3 15.6
計 53 47 11 3 15.6

②職員の採用及び退職の状況
（1）職員の採用の状況　　　　　　　　　（平成 20 年度）

区　分 競争試験 計男性 女性
職　種 一般事務 1 1 2

計 1 1 2

（2）職員の退職の状況（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
区　分 男性 女性

定 年 退 職 8 0 8
勧 奨 退 職 5 3 8
その他退職 1 0 1

計 14 3 17

③職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況
（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

１週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

40 時間 午前8時30分 午後5時15分

正午から午後零
時15分まで及び
午後5時から午
後5時15分まで

午後零時15分
から午後1時
まで

（2）年次有給休暇の取得状況（平成20年1月1日～12月31日）
総付与日数

Ａ
総使用日数

Ｂ
対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ / Ａ

10,948 日 3,082日 279人 11日 28％

（3）育児休業の状況　　　　　　　　　　（平成 20 年度）
区　　分 男性 女性 計

育児休業の承認件数 0 1 1
育児休業期間延長の承認件数 0 1 1

（4）旅費制度の概要　　　　　　　　　　（平成 20 年度）

区　分 日　　当 宿泊料（1夜につき） 食卓料（1
夜につき）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200
※　別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

④職員の分限及び処分の状況
（1）分限処分者数（平成 20 年度）

区　　分 降任 免職 休職 降級 計
心身の故障の場合 2 2
※　勤務実績が良くない場合・職に必要な適格性を欠く
　　場合・職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
　　過員を生じた場合・条例で定めた事由による場合の
　　分限処分はありませんでした。

（2）懲戒処分
区　　分 戒告 減給 停職 免職 計

法令に違反した場合 1 1

⑤職員研修の状況
区　分 回数（回） 人数（人）

一 般 研 修 自治研修所 8 86
専 門 研 修 自治研修所等 11 14
市単独研修 係長研修ほか 9 811

合　計 28 911

⑥職員の健康管理等に関する福祉の状況
（1）職員の健康診断の状況（平成 20 年度）

区　分 受診者数（人）
定期健康診断 522（臨職含む）
人 間 ド ッ ク 131　　  　　　

（2）互助会への公費負担（平成 20 年度）
会員数 公費負担額 会員掛金総額 公費負担率 公費負担内容
385人 2,721千円 2,776千円 49.5% 人間ドック補助金

⑦職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関
　する不服申立等の利益の保護の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 20 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 20 年度）
　　該当なし
⑧公平委員会の業務の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 20 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分についての不服申立ての状況
　　該当なし

人事行政の運�等の状況の公表
　志布志市人事行政の運�等の状況の公表に関する条例（平成 18 年志布志市条例第 191 号）第 7 条の規定により、志布
志市における平成 21 年度志布志市職員の給与の状況及び平成 20 年度人事行政の運�等の状況を次のとおり公表します。

志布志市人事行政の運営等の状況について公表します

⑩特別職の報酬等の状況　　　　（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額（円） 区　分 報酬月額（円）
市　長 763,200 議　　長 402,800
副市長 600,300 副 議 長 316,600
教育長 559,800 各委員長 308,500

議　　員 294,000
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郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

志布志市志布志町安楽 215 番地　URL	http://www.wakashio.com/
℡ 099-472-1185	Fax	099-472-3800		E-mail	info@wakashio.com

「さつま黒若潮」「さつま若潮」の 900mℓの紙パッ
ク 2本組みを抽選で 5人の方にプレゼント！

（No.046/2009-10）

　お便りをくださった方の中か
ら抽選でひまわり券 5枚と、若
潮酒造株式会社の「さつま黒若
潮」「さつま若潮」のセットを
5人の方にプレゼントします。
（発表は発送をもってかえさせ
ていただきます）

池元さん（89 歳）　　　　　　　　　　　　　志布志町安楽
　池元さんは毎朝 5時に起床してコップ一杯の水を酢で薄めたも

のを飲んでから、近くの志布志運動公園グラウンドに散歩に行きま
す。靴を脱いで、素足で芝生の上を歩くのはとても気持ちが良いとい

います。その後、朝食を食パン 1枚と牛乳、みそ汁で済ませます。
　第二次世界大戦で夫が戦死したため、実家で牛や馬を使って農業をしな

がらの子育ては大変だったと昔を振り返ります。現在でも、昔取った杵柄で、
菜園で季節の野菜を作り、買い物には月に 2回くらいしか行きません。

　日中はテレビはあまり見ず、子どもが買ってくれたラジオを聞きながらカー
ディガンやチョッキなどを編んだりしています。
　理容業をしている子どもが県内にいるのですが、多忙のためになかなか会えま
せん。しかし、遊びに来ると散髪をしてくれるのが楽しみだといいます。
　現在、3人の孫と 6人のひ孫がいます。その成長を楽しみに平和な世の中に感謝
しながら幸せを感じて暮らしています。

　　　彩
あ ゆ か

友華ちゃん（8か月）
志布志町安楽

父　信夫さん　　母　理恵子さん

　お散歩が大好きで、外にでるといつも
ニッコリあゆちゃん！おすわりも出来る
ようになり色々なものに興味を持ちはじ
めて、これからの成長が楽しみです。
　いつも元気いっぱいな、あゆちゃんの
笑顔にみんな幸せいっぱいです♡

（両親より）

　　　美
み き な

樹奈ちゃん（8か月）　（有明町野神）
父　修治さん　母　久美子さん

　大好きなおっぱいを沢山飲んで元気に大きく育っ
ています。お父さんがいつもだっこしてくれるので、
帰りを首をながくして待っています。
　今度は、お父さんの作ったおいしい焼酎をおじ
いちゃんにお酌してくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

山
重
小
学
校　
６
年　　
　
　

池
邉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
木
さ
ん

　

今
月
号
の
タ
イ
ト
ル
文
字
を
書
い
た
の

は
、
山
重
小
学
校
６
年
生
の
池
邉
さ
ん
と

駒
木
さ
ん
で
す
。

　

山
重
小
学
校
で
は
、
９
月
27
日
に
山
重

校
区
公
民
館
と
合
同
の
秋
季
大
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
６
年
生
の
６
人
は
、
競

技
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
団
長
や
役
員
と
し

て
大
活
躍
で
し
た
。「
親
子
で
大
変
身
～

将
来
の
夢
～
」
で
は
、
看
護
師
や
保
育
園

の
先
生
な
ど
見
事
な
仮
装
で
観
客
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
で
も
、
縦

割
り
班
の
班
長
と
し
て
、
掃
除
や
班
活
動

で
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
頼
り
に
な
る
６
年
生
で
す
。

　

ま
た
、
池
邉
さ
ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
駒
木
さ
ん
は
、
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

とても仲の良い６年生の児童
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読者プレゼント

※お酒は 20 歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中・授乳期の飲酒はお控え下さい。

読者プレゼント

　　　美
みさき

咲ちゃん（8歳）　　　　（松山町新橋）
　　　桜

さくらこ

子ちゃん（6歳）
父　紀和さん　　母　理香さん

　最近二人は、よくお手伝いをしてくれます。
　姉の美咲がお茶わんを洗うと妹の桜子も「お
手伝いした～い！！」と言って、お米をといで
くれます。なので、母はとっても助かっていま
す（笑）。
　これからも姉妹仲良く、いろんな事にチャレ
ンジしてほしいです。　　　　　　（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

美
み ち こ

智子さん（志布志町）	　28 歳
勤務先：歯科衛生士（ＤＨ）
趣味：食べる、飲む、ダンス、書道、ゴルフ、ドライブ（パトロール〝笑〟）、人間観察
理想の異性：笑顔の似合う優しい人
今のお仕事はどうですか：毎日が忙しく、さながら戦場のようですが、たく
さんの患者さんとふれあえ、楽しい同僚に囲まれてやりがいを感じています。
夢は：∞無限大∞多すぎて言えません！！
志布志市に何を望みますか：ＬＯＶＥ＆ピース！高齢者や障害者すべての
人が住みやすいまちになってほしい。
友人から一言（吉元さん）：
　マキちゃんの「幸せそうに食べるところ」「楽しそうに笑うところ」「趣
味も沢山あって元気なところ」。見ている私も楽しく幸せになります。
　マキちゃんの「明るい性格」は〝癒し度〟満点！どの患者さんにも人
気です。仕事が忙しいときでも素敵な笑顔でパワーをくれます。いつも
ありがとう。そしてこれからもよろしくね。
　明

めいぼうこうし

眸晧歯の「ＤＨ」まさに★キラリ★だよ！
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短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

黒
潮
は
母
の
ぬ
く
も
り
は
る
ば
る
と
万
里
を
め
ぐ
り
潮
騒
を
生
む	

南　
　

史
郎

炎
天
下
蝉
鳴
く
グ
ラ
ン
ド
老
い
は
飛
ぶ
マ
ー
カ
ー
置
き
に
走
る
走
る	

内
村
く
み
子

狭
き
空
見
上
ぐ
る
月
の
ま
ん
丸
く
ひ
と
月
早
き
十
五
夜
の
月	

折
田　

縫
子

コ
ー
ヒ
ー
の
滴
が
描
く
未
知
の
地
図
旅
心
湧
く
朝
の
ひ
と
と
き	

篠
田　

紀
子

あ
や
と
り
の
川
を
渡
れ
ば
吾
亦
紅
う
し
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
も
い
な
い	

肥
後　

洋
子

涎
掛
け
を
付
け
替
え
ら
れ
た
石
地
蔵
秋
あ
か
ね
来
て
時
お
り
の
ぞ
く	

日
高　

禎
子

剣
道
の
攻
め
溜
め
崩
し
奥
義
あ
り
還
暦
過
ぎ
て
鍛
練
た
の
し	

満
園　

正
夫

冴
え
わ
た
る
秋
の
夜
空
を
窓
越
し
に
鈴
振
る
虫
の
今い
ま
わ際
を
想
う	

渡
辺
ク
ミ
子

循
ち
ゃ
ん
堆
肥

　

今
年
の
夏
、
庭
に
小
さ
な
畑
を
作
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
『
循
ち
ゃ
ん
堆
肥
』

を
混
ぜ
土
を
つ
く
り
、
ト
マ
ト
の
苗
を

植
え
た
と
こ
ろ
「
お
い
し
い
」
ト
マ
ト

が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
も
競
っ
て
食
べ
、
家
計
に

も
大
助
か
り
で
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
で
き
た
堆
肥
を
使
っ
て
お
い
し
い
野

菜
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
度
は
秋
野
菜
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
で
す
。（
ぐ
っ
ぺ
さ
ん
35
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

生
ご
み
を
以
前
は
埋
め
立
て
処
分
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
市
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
分
別
収
集
を
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
草
木
と
混
ぜ
て
堆
肥
「
循

ち
ゃ
ん
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
生
ご

み
を
は
じ
め
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
が

進
ん
だ
こ
と
で
、
埋
め
立
て
ご
み
の
量

が
８
割
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物
で
す
。
こ
の
堆

肥
は
作
物
の
生
育
が
良
い
と
た
く
さ
ん

の
フ
ァ
ン
が
い
る
よ
う
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
市
役
所
市
民
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
目
の
陰
で
は
・
・

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
名
の
つ
い
た

連
休
を
、
世
間
で
は
ほ
と
ん
ど
の
Ｔ
Ｖ

局
が
道
路
の
渋
滞
特
集
を
組
み
放
送
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
忘

れ
ら
れ
て
い
る
問
題
が
、
今
後
、
大
き

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
春
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
お
そ

ら
く
年
末
か
ら
来
年
に
か
け
て
は
、
も

う
す
っ
か
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
つ

と
し
て
世
界
的
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
連
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
国
際
的
対
策
で
も
決
定
し
て
く
れ

る
こ
と
が
今
の
日
本
に
は
必
要
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

休
日
や
祝
日
の
お
出
か
け
、
運
動

会
、
修
学
旅
行
、
個
人
的
な
旅
行
に
よ

り
国
内
で
は
確
実
に
感
染
拡
大
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
有
効
な
予
防
は
無
い
こ

と
を
自
覚
し
て
行
動
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。　
　
（
機
龍
改
さ
ん
44
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
初
め
て
確

認
さ
れ
た
と
き
は
日
本
中
が
大
騒
ぎ
し

ま
し
た
が
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ

る
」
の
諺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弱
毒

性
の
た
め
か
ほ
と
ん
ど
の
方
が
対
策
を

怠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
今
月
の
特
集
で
は
そ
ん
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
対
策
を
紹
介
し
ま
し
た
の

で
、
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

命
を
大
切
に

　
「
青
い
月
夜
の
浜
辺
に
は
親
を
さ
が

し
て
鳴
く
鳥
が
」
と
い
う
浜
千
鳥
の
歌

が
あ
り
ま
す
。

　

命
あ
る
「
も
の
」
を
捨
て
る
と
は
罪

深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
人
の
身
に
置

き
換
え
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
母
親
は

乳
が
張
り
痛
い
も
の
で
す
。

　

犬
猫
の
親
も
同
じ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
様
な
罪
を
こ
れ
以
上
作
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。
飼
う
と
き

に
は
避
妊
手
術
を
し
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
以
上
の
可
哀
想
な
こ
と
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

（
昔
の
乙
女
さ
ん
35
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
責
任
を
持
っ

て
飼
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
り
数
が
増
え

す
ぎ
た
か
ら
と
安
易
に
捨
て
る
飼
い
主

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
最
期
ま
で
き
ち

ん
と
お
世
話
を
す
る
の
が
飼
い
主
の
努

め
だ
と
思
い
ま
す
。

※
お
便
り
市
民
の
こ
え
に
今
月
は
９
通

の
お
便
り
を
頂
き
ま
し
た
。
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
ひ
ま
わ
り
券
と
ア
ピ
ア
商
品

券
を
５
人
の
方
に
送
り
ま
す
。（
イ
ラ

ス
ト
の
投
稿
は
濃
い
目
に
描
い
て
く
だ

さ
い
）
皆
さ
ん
も
さ
さ
い
な
出
来
事
や

気
に
な
る
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
お
便
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。短

歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

朝
に
夜
に
行
き
て
四
肢
摩
る
自
ら
の
慰
撫
の
た
め
や
と
詮
な
く
疲
る	

竹
永　

南
海

天
敵
は
戦
爭
で
す
ね
と
老
母
と
語
る
憲
法
九
条
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ	

暉
峻　

康
瑞

雨
雲
に
頭
を
押
さ
れ
る
向
日
葵
に
明
日
は
晴
れ
る
よ
私
も
元
氣	

池
ノ
上
一
枝

吾
の
小
さ
き
体
い
と
ほ
し
あ
ら
き
世
よ
古
希
の
齢
に
す
さ
む
言
の
葉	

岡
元　

初
子

捨
て
き
れ
ぬ
夫
の
遺
愛
の
藤
寝
椅
子
息
子
の
一
声
無
心
の
静
寂	

折
田　

す
ず

裁
判
員
制
度
今
日
よ
り
始
ま
り
ぬ
我
等
の
意
識
も
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ	

児
玉　

末
子

テ
レ
ビ
に
て
皆
既
日
食
写
し
出
す
奇
跡
の
一
瞬
感
動
の
と
き
を	

外
山　

善
恵

い
つ
の
ま
に
八
十
路
と
な
り
し
こ
の
命
太
き
血
管
双
手
を
は
し
る	

西
江
美
津
子

千
の
風
関
東
に
舞
ひ
う
か
ら
等
を
守
り
賜
へ
よ
志
布
志
は
空
畄
守	

林　
　

靜
子

峠
に
は
不
思
議
な
風
が
吹
い
て
い
て
わ
た
し
を
世
界
を
ひ
る
が
え
し
ゆ
く	

益
倉　

睦
美

椿
の
樹
す
ず
め
を
枝
の
中
に
抱
き
揺
ら
ぎ
や
ま
ざ
り
落
陽
の
な
か	

松
下　

芙
美

目
が
と
ま
り
つ
い
ブ
ド
ウ
パ
ン
ほ
お
ば
り
ぬ「
あ
ー
し
ま
っ
た
」午
前
一
時
半	

松
田　

和
子

洗
い
髪
に
ク
リ
ッ
プ
巻
い
て
菜
を
き
ざ
む
九
十
二
才
を
生
き
る
指
針
に	

宮
原　

順
子

山
峡
に
住
む
吾
が
見
る
新
潟
平
野
昔
教
は
っ
た
瑞
穂
の
国
か
も	

山
田　

和
子

寝
返
り
す
つ
ぶ
ら
な
瞳
小
さ
き
手
に
に
こ
や
か
な
る
る
曽
孫
の
笑
み
よ	

山
元
ハ
ツ
ミ

夕
な
ぎ
や
酒
を
一
杯
口
に
し
た
い
老
い
の
淋
し
さ
忘
れ
た
い
か
ら	

若
松
多
鶴
子

薩
摩
郷き
ょ
う
く句

（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

店み
せ
さ
っ先
の
西す

か瓜
を
弾は
じ

た
や
罅ひ
っ

が
入い

っ 

新
地　

十
意

天あ
ま
く
だ下

ゆ
出し
ゅ
っ
せ世

よ
っ
け
ん
先さ

き
狙ね
ろ

っ 

末
村　

琢
詩

晩ば
ん
め
し飯
も
昼ひ
い

の
残の
こ

い
で
け
済す

ま
せ
っ 

竹
之
内
零
余
子

や
ん
か
ぶ
っ
居お

っ
と
き
限か
ぎ

っ
人ひ
と

が
訪き

っ 

野
村　

三
味

飲の

ん
方か
た

に
ゃ
大て

げ概
な
熱ね
っ

ず
や
飛つ

っ
行い

た
っ 

橋
口　

笑
二

新し
ん
が
っ
き

学
期
疲だ

れ
と
け
た
よ
な
五ご
じ
か
ん
め

時
間
目 

樋
渡
草
団
子

老お
ん
じ
ょ
み
と

夫
婦
十じ
ゅ
う
ご
や
さ
あ

五
夜
様
と
食た
も

い
団だ

ご子 

満
留　

ぐ
み

得ひ

ゅ票
よ
っ
か
も
人に

し数
が
増い
み

っ
た
当あ
が
い
ゆ
え

選
祝 

福
山　

吉
連

調ち
ょ
し子
の
良よ

か
セ
ー
ル
ス
な
ん
だ
婆ば

が
追う

で出
っ 

伊
地
知　

孝

強つ

え
台う
か
ぜ風
真ま
っ
ほ向
し
当あ

た
っ
ち
ん
が
ら
っ 

今
村
千
代
子

我が
ま
ん慢
し
っ
大て

げ概
な
難な
ん
ぎ儀
は
頑き

ば張
い
抜に

っ 

木
藤　

富
美

すっかり秋めいてきました

コスモスの植え付け（松山町尾野見）

根固ブロックに絵を描いた志布志小学校の4年生

真新しい校旗で入場(志布志中)

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2009.10
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（法定検査について）
　浄化槽法では、適正な使用、保守点検、清掃が行われているか、また、きれいな水が放流されているかを確認す
る法定検査が義務づけられています。
　検査は、知事が指定した検査機関である（財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガキで通知した検
査日にお伺いし、現場での検査と浄化槽の放流水を持ち帰って水質検査を行います。（契約している保守点検業者
が行う保守点検とは別のものです。）
　毎年 1回行う定期検査は、これまで 11 人槽以上の比較的大きな浄化槽と官公署分はすべて検査していましたが、
10	人槽以下の家庭用の浄化槽も検査できる体制が整ったため、平成 17	年度から順次検査を実施しています。
　つきましては、検査の趣旨をご理解の上、受検していただきますようお願いします。
※法定検査は、事前に指定検査機関からハガキにより実施日の通知をします。
※法定検査の結果、改善の必要な浄化槽は、地域振興局（保健福祉環境部、建設部）から指導が行われます。

浄化槽の法定検査について

浄化槽の使用にあたり、保守点検、清掃、法定
検査 3つの義務があります。

問い合わせ先

●㈶鹿児島県環境検査センター　　		℡ 099-223-3185
●大隅地域振興局　保健福祉環境部　志布志保健所駐在

　　℡ 472-1410　	　	

浄化槽の法定検査受検のお願い！
～よりよい水環境を守るために～

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり、保
守点検、清掃、法定検査の３つの義務があります。

　検　査　料　金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査（5 ～ 10 人槽） ４，０００円 ６，０００円

法定検査は、 浄化槽の

定期健康診断なんだ！
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
子
ど
も
虐
待
・
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
い
じ
め

　
　
　

あ
な
た
の
胸
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を

『
守
ろ
う
よ　
未
来
見
つ
め
る　
小
さ
な
ひ
と
み
』

（
平
成
21
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語
」）

～
あ
な
た
の
勇
気
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
～

■
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
・
・
・

　

虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
身
近
な
相
談
窓
口
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
ま
た
児
童
虐
待
は
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
、
解
決
も
安
易

で
す
。連
絡
・
相
談
は
そ
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
「
あ
な

た
」
の
協
力
が
必
要
で
す
。
早

期
発
見
と
防
止
に
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
ま
す
。

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関

児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
・
市
町
村
・
保
健
所
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童
委
員
・
保
育
所
・

幼
稚
園
・
医
療
機
関
・
学
校
・
警
察
・
児
童
福
祉

施
設
・
民
間
の
相
談
機
関
・
地
域
の
住
民　

な
ど

■
連
絡
先

●
志
布
志
市
役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
７
６
）

●
志
布
志
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

４
７
２
ー
８
９
９
３

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係　
　
　
　
　
　

　

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
０
１
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
７
１
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　　8月 31 日現在
人　口	 34,482 人	 	 （△ 25）
男　性	 16,239 人	 	 （△ 4）
女　性	 18,243 人	 	 （△ 21）
転　入	 89 人	 　転　出	 　91 人
出　生	 26 人	 　死　亡	 　49 人
世帯数	 15,679 戸	 	 （△ 13）

 志布志港　平成 21 年 7月分

　①入港隻数	 	 70 隻
　　（日本 0、外国 70）
　②輸出	 6 億 69 百万円
　③輸入	 90 億 95 百万円

資料　鹿児島税関支署



ストップ滞納
■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）

　みなさんが病院などで診療を受けたときにかかった医療費のうち、自己負担分を差し引いた残りの費用は国民健康保険か
ら支払われています。
　国民健康保険税とは、志布志市が支払う医療費をみなさんで負担していただくための税金です。
　現在、志布志市における医療費の伸びは増加しており、それに伴い保険税の負担も増加しております。

　左記のグラフは、志布志市における一人
当たりの医療費の伸びを表しています。
　平成 16 年度は一人当たり 228,896 円
だった医療費が、平成 20 年度は一人当たり
290,538 円に増加しています。

■国民健康保険税の計算方法
区　分 区分の説明 算　出　方　法 医療分 支援分 介護分
所　得　割 世帯の所得に応じて計算 （20年中の総所得金額－基礎控除額33万円）×各税率 7.2％ 2.8％ 3.0％
資　産　割 世帯の固定資産税額に応じて計算 21年度分の固定資産税額（土地・家屋分）×各税率 24.0％ 12.6％ 3.4％
均　等　割 世帯の加入者数に応じて計算 加入者数×基準額 20,000 円 7,000 円 9,300 円
平　等　割 １世帯ごとに計算 １世帯×基準額 21,500 円 6,500 円 5,300 円

※ 40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）につきましては、医療分、支援分に介護分を合算して納めていただきます。
　支援分・・・負担を明確にするために、平成 19 年度まで医療分として納めていただいた分がわかれたものです。新たに
　　　　　　　追加された項目ではありません。
■例えば、年齢５０歳で給与収入１４０万円ある方（資産なし）の場合・・・
　所得割（１４０万円－６５万円 -３３万円）×（７．２％＋２．８％＋３％）＝５４，６００円
　均等割　２０，０００円＋７，０００円＋９，３００円＝３６，３００円
　平等割　２１，５００円＋６，５００円＋５，３００円＝３３，３００円　　　　合計　１２４，１００円
■その他の軽減措置について　●均等割・平等割の軽減措置について（７割、５割、２割軽減）
　国民健康保険税には、低所得者・中所得者階層を対象とした均等割と平等割の７割、５割、２割軽減があり、ある一定の
所得要件が満たされれば軽減されます。手続きは不要です。
　※住民税未申告者がいる世帯は、軽減が受けられませんのでご注意ください。

～税まめ知識シリーズ ⑨～『国民健康保�税（こくみんけんこうほけん�い）�国民健康保�税（こくみんけんこうほけん�い）��

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　１１４人１１４人
（平成 21 年４月～平成 21 年９月４月～平成 21 年９月月～平成 21 年９月９月月）

■差押の内容　●給与　17 人　●預貯金　25 人　●不動産　36 人　●債権　36 人

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　また、税負担の公平性という考え方からも、納税は極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税
義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

　　今月の納税 納付期限　11 月 2 日（月）　口座振替日　10 月 26 日（月）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 市・県民税（3 期）　　国民健康保険税（6 期）
 介護保険料（6 期）　　後期高齢者医療保険料（6 期）

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

ご
存
知
で
す
か
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
健
康
で
豊
か
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
意
義
（
必
要
性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
や
税

務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と

と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、
税
の
仕
組
み
や
目

的
を
考
え
て
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
経
済
活
動
の
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
を

は
じ
め
と
し
た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

う
税
務
行
政
の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

広
報
・
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や
主
婦
、

児
童
・
生
徒
な
ど
対
象
と
し
た
「
租
税
教
室
」

の
開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　
「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
４
８
２
ー
０
０
０
７
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年末調整等説明会のお知らせ
　下記の日程により、平成 21 年分給与所得の年末調整等説明会を開催いたしますので、

御出席くださいますよう御案内申し上げます。
開 催 日 時　間 会　　　　　　場 対象市町

１１月２０日（金）
午後２時から
午後４時まで

志布志市文化会館　１階ホール
志布志市志布志町志布志２２３８－１

志布志市
曽於郡大崎町

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（coolling

・

off

）
つ
ま
り
不
必
要
な
商
品
や
工
事
な
ど

の
契
約
に
つ
い
て
頭
を
冷
し
て
考
え
な
お

す
時
間
を
与
え
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無

条
件
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
の
こ
と

を
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
い
い
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

利
用
で
き
る
時
は
？

Ａ
１　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
、
不

意
打
ち
的
に
勧
誘
を
受
け
、
契
約
し
て

し
ま
っ
た
と
き
。
現
金
支
払
い
の
場
合

は
３
０
０
０
円
以
上
の
場
合
が
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
2　

い
つ
で
も
で
き
る
？

Ａ
２　

業
者
よ
り
契
約
書
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
8
日
間
以
内
、　

販
売
方
法
に

よ
っ
て
は
、20
日
間
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
3　

で
き
な
い
も
の
は
？

Ａ
３　

通
信
販
売
を
利
用
し
て
申
込
み
を

し
た
時
、
乗
用
自
動
車
、　

自
分
で
開
封

し
て
し
ま
っ
た
健
康
食
品
な
ど
。

Ｑ
４　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
は
？

Ａ
４　

通
知
は
書
面
で
行
い
ま
す
。
証
拠

が
残
る
よ
う
に
、
簡
易
書
留
な
ど
で
郵
送

し
ま
す
。（
は
が
き
の
表
と
裏
の
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
保
管
す
る
。）

　

書
き
方
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
見
本
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
解
決
で
き
る
場
合
、
商
品

を
開
封
し
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
を
利
用
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡４７４ー１１１１（内線２８４）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡４８７ー２１１１（内線３２１）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡４７２ー１１１１（内線３５４）

○
○
市
○
○
区
○
○
町

　
　

○
○
丁
目
○
○
番
地

○
○
株
式
会
社  

代
表
者
様

担当者でなく、
代表者にする

必要ない文章は削除
印は不要です。

　
　

解
　

除
　

通
　

知
　

書

契
約
年
月
日
　

平
成
○
年
○
月
○
日

商
　

品
　

名
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

販
売
会
社
名
　

○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

　
　
　
　
　
　

担
当
者
○
○
○
○
氏

右
記
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払

い
済
の
○
○
円
を
返
金
し
、
商
品
を
引
き

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
　

平
成
○
年
○
月
○
日

　
　

○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
○

　
　
　
　
　
　

契
約
者
氏
名
　

○
○
○
○

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.2
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平成21年度 滞納処分等実施状況について
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志布志市長・市議会議員選挙の選挙期日について
　平成 22 年 2 月 11 日任期満了に伴い行われる、志布志市長選挙と同市議会議員選挙の日程を、

９月３日開催の市選挙管理委員会で次のとおり決定しましたのでお知らせします。

■告示日　　平成２２年１月２４日

■投開票日　平成２２年１月３１日

※９月２日現在の選挙人名簿登録者数は、２８，２２２人（男１３，０９３人、女１５，１２９人）です。

※市議会の議員定数は現行の３３から９減の２４となり、旧自治体ごとの選挙区は設けません。

■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会事務局　　℡４７４－１１１１（内線３５６）

　県では、母子・寡婦家庭のお子さ
んの高校、大学、短大、専修学校な
どへの進学に必要な費用について、
無利子で貸付を行っています。
■修学資金
●内容
　修学に必要な授業料、教材費、寮費、通学費などに充てる費用
●限度額（月額）
　学校の種類、公・私立の別、自宅・自宅外通学の別によ
り、限度額が分かれています。

学校等種別 公・私立の別 自宅通学（円）自宅外通学（円）

高等学校 国公立 18,000 23,000
私　立 30,000 35,000

大　　学 国公立 45,000 51,000
私　立 54,000 64,000

短期大学 国公立 45,000 51,000
私　立 53,000 60,000

※専修学校については、個別にお問い合わせください。
●償還期間
　修学修了して6か月経過後から貸付を受けた期間の3倍以内。
　（ただし、専修学校（一般課程）の場合は 5年以内）

■就学支度資金
●内容
　入学時に必要な、入学金、制服代などに充てる費用。
●限度額（月額）
　学校の種類、公・私立の別、自宅・自宅外通学の別によ
り、限度額が分かれています。

学校等種別 公・私立の別 自宅通学（円）自宅外通学（円）

高等学校 国公立 75,000 85,000
私　立 410,000 420,000

大学・短大 国公立 370,000 380,000
私　立 580,000 590,000

※専修学校、修業施設（各学校、技術者養成施設等）につ
　いては、個別にお問い合わせください。
※その他の支援制度もありますので、詳細につきましては
　下記までお問い合わせください。
■申請の受付・問い合わせ先
●本庁　福祉課児童福祉係　　℡　474-1111（内線	174）
●松山支所　市民課福祉係　　℡　487-2111（内線	272）
●志布志支所　福祉課福祉係　℡　472-1111（内線	204）

��　市報しぶし■ 2009.10 2009.10 ■市報しぶし　��

国民健康保険の「出産育児一時金」の

支給額と支払方法が変わりました

出産育児一時金が 42 万円に引き上げられています（平成 23 年 3 月 31 日までの間）
　これまで、国保に加入している本人、またはその被扶養家族が出産した場合、赤ちゃん１人につき原則とし
て「38 万円」（産科医療補償制度※に加入している病院などで出産した場合の支給額で、それ以外の場合では
支給額は 35 万円）でした。
　10 月 1日からは、この出産育児一時金の支給額が 4万円引き上げられ、原則「42 万円」となりました（産
科医療補償制度※に加入していない病院などで出産した場合は「39 万円」を受けられるようになりました）。
　出産費用の平均が約 42 万円であることを考えると、その大部分を出産育児一時金で補うことができるので、
まとまった出産費用が手元にない場合でも、お金の心配をせずに、安心して出産にのぞむことができます。

　平成 21 年 9 月 30 日まで平成 21 年 9 月 30 日まで
　１児につき 38 万円　

　平成 21 年 10 月１日から平成 21 年 10 月１日から
　　　１児につき 42 万円　

※産科医療補償制度＝分娩に係る事故により重度の脳性まひとなった赤ちゃんと家族の経済的負担を速やかに
補償する制度。出産を扱う病院が、赤ちゃん１人につき掛け金３万円を負担します。

　出産にかかる費用は全国平均で約 42 万円（鹿児島県約 36 万円）。出産は、原則として医療保険が適用されず、
全額自己負担となるため、家計の負担は軽くありません。
　そこで、出産にかかる費用の�済的負担を減らすことを目的に、国民健康保険から現金給付として支給されてい
るのが「出産育児一時金」です。9 月に行われた志布志市議会定例会で国民健康保険条例が改正され、10 月１日から、
その支給額が引き上げられました。また、出産費用の支払いに直接充てることができる仕組みに変わりました。

出産育児一時金を直接、出産費用に充てる仕組みに変わります
　出産育児一時金を受け取るには、国保の加入者本人が国保保険者に申請することが必要です。
　従来の制度では、支給の手続きは、原則として出産後に、所定の申請書に医師または市長に
よる出生に関する証明書を添付し、国保保険者に提出することが必要でした。申請書が受理さ
れてから支給されるまでには通常２、３週間かかるため、出産費用は退院時にいったん自分で
立て替え、後日、出産育児一時金を受け取るという仕組みでした。
　10 月 1日からは、出産育児一時金を直接出産費用に充てることができるよう、原則として、国保保険者か
ら病院などに出産育児一時金を直接支払う仕組みに変わりました。手続きは簡単で、健康保険証などを持参の
うえ、出産を扱う病院などに直接支払の利用を申し込むだけです。
　この仕組みによって、出産後、退院するときには、出産にかかった費用から 42 万円を引いた差額分のみを
支払うだけで済むようになります。また、国保保険者から病院などに支払われる金額は、その病院から請求の
あった出産費用となるので、出産費用が 42 万円よりも少なかった場合は、国保保険者に請求することによって、
42 万円から出産費用を引いた差額分を加入者本人が受け取ることができます。
※社会保険等も同様に改正されていますので、各保険者にお問い合わせください。
※病院によっては、直接支払いを利用できない場合があります。詳しくは、直接病院にお問い合わせください。

母子（寡婦）福祉資金（修学・就学支度資金）の貸付について
～ お 子 さ ん の 進 学 で お 悩 み の 方 へ ～

市 営 住 宅 空 き 家 情 報　（ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■松山団地１０２号　　３階建の２階　３��　最低家�は１５，６００円　　３階建の２階　３��　最低家�は１５，６００円３階建の２階　３��　最低家�は１５，６００円�　最低家�は１５，６００円最低家�は１５，６００円※

■馬場団地２２５号　　長�造り　　　３�　　最低家�は１１，６００円　長�造り　　　３�　　最低家�は１１，６００円長�造り　　　３�　　最低家�は１１，６００円　　３�　　最低家�は１１，６００円３�　　最低家�は１１，６００円�　　最低家�は１１，６００円最低家�は１１，６００円※

■駅跡地共同住宅２０１号共同住宅２０１号住宅２０１号　２階建の１階　２Ｄ�　家�は定額２０，０００円　２階建の１階　２Ｄ�　家�は定額２０，０００円　
　※家�は所得に応じて決定します。します。
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

松山団地

住宅喪失離職者へ住宅費を給付します
　厳しい雇用失業情勢が続いている中、住居を喪失した離職者
の増加が懸念されていますが、離職者で住宅を喪失した方又は
喪失するおそれのある方に、住宅費の給付を行います。
■支給対象者
　次の①～⑦のいずれにも該当する方が対象です。
①２年以内に離職した方
②離職前に、自らの労働により�金を得て主として世帯の生計
　を維持していた方
③就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職業安定所への求
　職申込みを行う方
④住宅を喪失している方又は喪失するおそれのある方
⑤原則として、収入のない方
⑥生計を一とする同居の親族の預貯金の合計が単身世帯で 50
　万円以下、複数世帯で 100 万円以下である方
⑦国の住居喪失離職者等に対する雇用施策による貸付け又は給
　付、地方自治体等が実施する類似の貸付け又は給付等を受け
　ていない方

■支給要件
　支給対象者は、支給期間中に、常用就職に向けた就職活動を
行っていただきます。
　具体的な内容につきましてはお問い合わせください。
■支給額、支給期間等
①支給月額　単身世帯 2万 4200 円、複数世帯 3万 1500 円を
　　　　　　上限とし、支給対象者が�借する住宅の�料月額
②支給期間　6月間を限度とする。
　　　　　　なお、住宅入居初期費用（敷金・礼金、当初に支
　　　　　　払いを要する�料等）は支給対象外です。これら
　　　　　　の捻出が困難である場合には、社会福祉協議会の
　　　　　　「総合支援資金（住宅入居費）融資」を利用する
　　　　　　こととなります。
※その他、手続きの流れや詳細な内容につきましては下記まで
　お問い合わせください。
■問い合わせ先
　市役所福祉課保護係　℡ 474-1111（内線 177 ～ 179）

駅跡地共同住宅

■問い合わせ先　●市役所本庁保健課国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 123）　　　　　　　　　（引用元：政府広報オンライン）
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災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

振
り
込
め
詐
欺
と

は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」

「
架
空
請
求
詐
欺
」「
還

付
金
詐
欺
」
の
４
つ

の
形
態
の
総
称
で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
、
ま
す
ま
す

深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で

は
、
今
年
８
月
末
で
67
件
を
認
知
し
、
そ

の
う
ち
20
件
が
大
隅
地
区
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
に
入
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
悪
用
し
た
口
座

間
送
金
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
が
急
増
し

て
お
り
、
警
察
で
は
金
融
機
関
と
協
力
し

て
「
も
し
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ

た
場
合
に
」
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
引
き
出

す
場
合
や
振
り
込
み
を
行
う
場
合
の
「
１

日
の
利
用
限
度
額
の
引
き
下
げ
」
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
金
融
機
関
の
窓

口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いっと

待て！

●すぐに振り込ま
ない！

●ひとりで振り込
まない！

相談は、志布志警察署か最寄りの交番、駐在所へ！�9　市報しぶし■ 2009.10

緊
急
商
工
業
資
金
利
子
補
給
金

交
付
事
業
に
つ
い
て

借
入
金
返
済
利
息
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

■
平
成
18
年
１
月
１
日
～
平
成
19
年
12
月

31
日
に
融
資
を
受
け
た
商
工
会
員
の
場
合

　

平
成
20
年
１
月
１
日
～
平
成
20
年
12

月
31
日
に
償
還
し
た
利
子
の
内
、
融
資

利
率
１
㌫
の
利
子
相
当
額
以
内

■
平
成
20
年
１
月
１
日
～
平
成
21
年
12
月

31
日
に
融
資
を
受
け
た
商
工
会
員
の
場
合

　

平
成
21
年
１
月
１
日
～
平
成
21
年
12

月
31
日
に
償
還
し
た
利
子
の
内
、
融
資

利
率
１
㌫
の
利
子
相
当
額
以
内

■
対
象
者

商
工
会
に
加
入
し
、
市
税
を
完
納
し
て

い
る
商
工
業
者
で
、
商
工
会
を
経
由
し

て
融
資
を
受
け
た
者
に
限
る
。

■
対
象
資
金　

①
鹿
児
島
県
制
度
資
金

②
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧
国
民
生

活
金
融
公
庫
）
の
制
度
資
金　

③
商
工

貯
蓄
共
済
制
度
融
資
資
金
等
の
事
業
資

金
と
す
る
。

■
提
出
先　

志
布
志
市
商
工
会

■
提
出
期
限　

平
成
22
年
２
月
26
日（
金
）

■
必
要
書
類

　

志
布
志
市
商
工
業
資
金
利
子
補
給
金

交
付
申
請
書
及
び
添
付
書
類

■
添
付
書
類

①
制
度
資
金
の
返
済
額
を
金
融
機
関
が

　

証
明
す
る
書
類

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す

　

る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先　

志
布
志
市
商
工
会

　

℡
４
７
２
ー
１
１
０
８

「
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

生
涯
講
座
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定

年
退
職
や
子
育
て
を
終
え
た
方
を
対
象

に
、
余
暇
の
時
間
を
生
き
が
い
を
持
っ
て

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
木
の
実
で
手
工
芸
や
竹
ぼ

う
き
作
り
、
手
打
ち
そ
ば
作
り
を
各
2

回
の
計
6
回
開
催
し
ま
す
。
昔
か
ら
の

伝
承
を
次
世
代
へ
繋
げ
て
い
く
活
動

や
、
ご
自
分
の
今
後
の
趣
味
に
も
活
か

せ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
講
座
の
み
参
加

さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

●
10
月
22
日
（
木
）、
29
日
（
木
）

　

ク
ラ
フ
ト
作
り　
　

13
：
30
～
15
：
30

●
11
月
5
日
（
木
）、
12
日
（
木
）

　

竹
ぼ
う
き
作
り　
　

13
：
30
～
15
：
30

●
11
月
19
日
（
木
）、
26
日
（
木
）

　

手
打
ち
そ
ば
作
り　

9
：
30
～
11
：
30

■
申
込
締
切
日　

10
月
14
日（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
４
７
２
ー
１
８
０
０

21
年
度
狂
犬
病

予
防
注
射
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

本
年
度
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し

て
い
な
い
犬
に
対
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、
都
合
の
よ
い
日
に
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
、
場
所
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
治
会

回
覧
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
も
し
く
は
市
役
所

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
既
に
犬
の
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
個
別
に
通
知
が

届
き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
市
民
環
境
課
環
境
政
策
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

●
志
布
志
支
所
市
民
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

●
松
山
支
所
市
民
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

祝
祭
日
に
お
け
る
ご
み
収
集
に

つ
い
て

■
祝
祭
日
に
お
け
る
ご
み
の
収
集
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
月

曜
日
の
生
ご
み
」
と
「
資
源
ご
み
」
は

祝
祭
日
で
も
収
集
し
ま
す
。

お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
ク
リ
ー
ン
作

戦
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
11
月
7
（
土
）、8
日
（
日
）
に
「
第

21
回
や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
歓

迎
」
の
気
持
ち
と
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
ん
だ
」

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、「
お
じ
ゃ
っ

た
も
ん
せ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
各
自
治
会
に
お
か
れ
ま

し
て
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時
は
11
月
1
日
（
日
）
に
な
り

ま
す
。（
ご
都
合
の
付
か
な
い
場
合
前

週
ま
た
は
前
日
な
ど
前
後
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
市
民
環
境
課
環
境
政
策
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め

の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど

の
支
援
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
７
月
ま
で
に
今
ま
で
の

テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）

は
終
了
し
ま
す
。
前
月
号
で
、
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
に
つ
な
ぐ
「
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
）」

の
無
償
給
付
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。
今
回
、
具
体
的
な
申
し
込
み

先
、
方
法
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
支
援
を
受
け
ら
れ
る
方
は
？

　

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
の

障
害
者
世
帯
な
ど
で
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯
」

が
対
象
で
す
。（
す
で
に
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
対

象
外
で
す
。）

■
申
し
込
み
は
い
つ
ま
で
？

　

平
成
21
年
度
は
、
10
月
１
日
か
ら
12

月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

支
援
は
基
本
的
に
は
平
成
23
年
７
月
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
終
了
間
近
に
は
、
申
し

込
み
が
殺
到
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
改
修
等
の
工
事
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送

終
了
ま
で
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

「
畑
か
ん
利
用
推
進
員
」
調
査
へ
の
協

力
方
に
つ
い
て

　

市
で
は
畑
か
ん
水
を
利
用
し
た
生
産

性
の
高
い
営
農
の
確
立
に
よ
り
、
農
家

所
得
の
向
上
や
大
規
模
産
地
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

曽
於
東
部
及
び
曽
於
南
部
地
区
を
含

む
畑
か
ん
地
区
は
、
工
事
の
進
捗
に
よ

り
通
水
エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
ま
す

が
、
茶
園
や
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
水
利
用

が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
普
通
畑
で
の

水
利
用
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

今
回
の
「
畑
か
ん
利
用
推
進
員
」
事

業
は
、
県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
が
事
業
主

体
と
な
り
、
東
部
全
域
及
び
南
部
地
区

の
通
水
地
区
に
普
通
畑
を
お
持
ち
の
担

い
手
農
家
（
認
定
農
業
者
含
む
）
及
び

法
人
を
除
い
た
受
益
農
家
全
戸
を
対
象

に
、
畑
か
ん
事
業
や
受
益
地
区
、
畑
か

ん
営
農
に
精
通
し
て
い
る
方
を
「
畑
か

ん
利
用
推
進
員
」
と
し
て
設
置
し
、
多

く
の
受
益
者
に
き
め
細
か
い
水
利
用
推

進
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
水

利
用
意
向
な
ど
を
調
査
・
把
握
す
る
も

の
で
す
。

　

受
益
農
家
の
皆
様
の
お
宅
を
戸
別
訪

問
す
る
期
間
は
、
本
年
８
月
か
ら
来
年

1
月
の
間
で
す
。
調
査
は
「
畑
か
ん
利

用
推
進
員
」
が
戸
別
訪
問
し
、「
水
利

用
意
向
調
査
票
」
に
よ
り
簡
単
な
聞
き

取
り
な
ど
に
よ
り
調
査
す
る
も
の
で
、

難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

何
か
と
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す

が
、
事
情
ご
推
察
の
う
え
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
畑
か
ん
事
業
に
つ
い
て
の
ご

質
問
等
は
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

●
県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

秋
季
行
政
相
談
強
調
週
間

10
月
19
日
～
25
日

～
国
の
行
政
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

行
政
相
談
委
員
へ
～

　

行
政
相
談
委
員
は
、
主
に
国
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
、
中
立
・
公
正
な
立

場
か
ら
そ
の
処
理
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
道
路
、

登
記
、
税
金
、
年
金
、
労
働
な
ど
の
問

題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

松
山
支
所
２
階
第
１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

●
鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所

　

℡
０
９
９
ー
２
２
4
ー
３
２
４
７

●
市
役
所
総
務
課
行
政
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
5
）

２
０
１
０
年
版
鹿
児
島

　

県
民
手
帳
が
発
売
さ
れ
ま
す

　

県
民
手
帳
は
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
鹿
児
島
県
の
情
報
が
満
載
。

　

日
頃
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
ほ
か

に
資
料
と
し
て
幅
広
く
使
え
ま
す
。

■
内
容

①
人
口
・
産
業
な
ど
県
・
市
町
村
・
全

　

国
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
を
収
録

②
県
内
の
主
要
官
公
庁
・
団
体
・
機
関

　

一
覧
を
掲
載

③
県
内
各
地
の
催
し
等
を
掲
載

④
県
内
の
道
の
駅
一
覧
及
び
県
内
主
要

　

ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
プ
を
掲
載

■
定
価　
５
０
０
円（
サ
イ
ズ
15
㌢
×
8.5
㌢
）

■
申
込
み
期
限　

10
月
26
日（
月
）ま
で

■
申
し
込
み
先

●
市
役
所
情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

●
志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
１
）

●
松
山
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

※
代
金
は
、
県
民
手
帳
配
布
時
に
お
願

い
し
ま
す
。（
配
布
予
定
11
月
）

※
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
自

治
会
の
申
込
み
と
二
重
に
な
ら
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

志布志市特産品を一堂に販売する
売り場がアピアと協会事務所に

同時オープンします
美味しい試食会や催しが盛りだくさんで
す。ただいま愛称募集中です。

10 月 24 日（土）10 時開店
委託事業者：志布志市観光特産品協会
問い合わせ先（市役所港湾商工課内）
　℡ 474-1111（内線 284）
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■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

もう運�に悩まない「ＮＰＯ実践講座」開催

　ＮＰＯ法人を継続していくには苦労あり、喜びあり・・・
現在、各分野で活躍中の達人たちがＮＰＯ法人の運営につ
いて、そのヒントをガッチリ伝授いたします。
■日程
●10月31日（土）　「地域課題解決に環境ＮＰＯの実践論」
　　　　　　　　立山芳輝（くすの木自然館理事長）
●11月19日（木）　「ＮＰＯが指定管理者になるメリットとその方法」
　　　　　　　　福島大輔（桜島ミュージアム理事長）
●12月22日（火）　「介護保険事業とたすけあい事業の福祉NPO運営」
　　　　　　　　斎藤鈴子（隣の会理事長）
●１月31日（土）　「ＮＰＯ運営、こんな方法、あんな方法：全国事例」
　　　　　　　　日本ＮＰＯセンター
■時間　13:30 ～ 15:30
■場所　かごしま県民交流センター
■定員　50 人（NPO 法人、行政、企業、一般の方どなた
　　　　　　　	でも無料で受講できます）
 問い合わせ・受講申し込み先
　鹿児島県共生・協働センター　℡ 099-221-6605

（社）新大隅青年会議所
パソコン基礎講座「はじめてのパソコン」のご案内

　（社）新大隅青年会議所では「パソコン基礎講座　はじ
めてのパソコン」を開催します。
　近年益々パソコンの需要が増え、高齢者や若年層の間で
も利用が目立ってきました。しかし、そんな中にあって、
今更パソコンの使い方を人に聞けない、興味はあるが、ま
ず何から始めたらいいのか分からない、など様々な理由で
「初めの一歩」を踏み出せない方々が沢山いらっしゃると
思います。パソコンを始めるきっかけづくりに是非ご参加
ください。
 問い合わせ先　（社）新大隅青年会議所事務局
　℡ 099-473-2378（担当：新平）

　
　
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

『オストメイトと家族の集い』のお知らせ

　大隅地区での障害者の明るいくらし社会適用訓練「オスト
メイトと家族の集い」を今年も開催します。人工肛門・人口
膀胱保有者の方はもとより、ストーマケア・ストーマ装具に
関心のある医療スタッフの方々もお気軽にご参加ください。
■日時　11 月 7日（土）午後 1時～
■場所　県民健康プラザ鹿�医療センター２階講堂
■講演　「ストーマケアの実際」
■講師　室上　成美（皮膚・排泄ケア認定看護師）
 問い合わせ先
　　鹿屋医療センター「スキンケア外来」
　　　℡ 0994-42-5101（室上）
　　日本オストミー協会鹿児島支部「鹿児島こだま会」
　　　℡ 099-262-1239（窪田）

10 月は「土地月間」です
笑顔をつなごう　街づくり　未来へつなごう　土地活用

　適正な土地利用により、適正な生活環境や暮らしやすい
地域づくりを進めましょう。一定面積以上の大規模な土地
取引について届出制（事後）が設けられています。
■届出の必要な土地取引（売買・交換・代物弁済など）
　一定面積以上の土地取引について売買などの取引を行っ
た場合に届出が必要です。
　・都市計画区域　　　	5,000㎡以上
　・都市計画区域以外	10,000㎡以上
■届出方法　契約（予約を含む）を締結した日から起算し
　　　　　　て 2週間以内に土地の所在する役所の国土
　　　　　　利用計画法担当窓口へ届出てください。
 問い合わせ先　志布志市役所　建設課用地係
　　　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内 466）
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平成22年度 鹿児島障害者職業能力開発校訓練生募集

■訓練科名・定員・期間・対象者
訓 練 科 名 定員 期間 対    象   者
情報電子科
デザイン製版科
建築設計科
義肢福祉用具科
ＯＡ事務科

10人
20人
20人
10人
20人

１年 身体障害者で高卒及び同等以上の学力を有する人

アパレル科 10人 １年 身体障害者で義務教育修了以上の人

造形実務科 10人 １年 知的障害者で義務教育修了以上の人

■募集期間　10 月 30 日（金）まで
※公共職業安定所の受講指示をうけられた方は入校日現在
（残日数による）雇用保険受給資格者には修了日まで支給
されます。
　また雇用保険対象者以外の方は、訓練手当が支給されます。
 問い合わせ先　鹿児島障害者職業能力開発校
　　　　　　　薩摩川内市入来町浦之名 1432
　　　　　　　℡ 0996-44-2206
　又は、お近くの公共職業安定所にお問い合わせ下さい。

昔ながらの「豊
ほ ぜ

祭ん甘酒」作ってみませんか？
「甘酒・まんかん飯」づくり伝承会を開催します

　昔から秋になると豊作をよろこび、感謝し、誰にでも焼
酎・ごちそうをふるまう「豊祭」が、あちこちの地域で行
われていました。その豊祭で主役だった「まんかん飯」を
作ってみませんか？
■日時　10 月 24 日（土）　午前 9時から午後 2時まで
■場所　志布志市有明農業歴史資料館・体験館
■参加費　1,500 円（材料代）
■募集人数　20 人（先着順）
■申込期限　10 月 14 日（水）まで
■内容　昔ながらの甘酒の作り方を伝承
　　　　昼はまんかん飯、作った甘酒は持ち帰りとなります。
■その他　かっぽう着・タオル等を持参ください。
 申し込み・問い合わせ先　志布志市開田の里管理組合
 　　　　　　　　　　　　℡ 471-4343　Fax 471-4344

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
 ■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
 　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

10月
 11月

11日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
12日 大山病院（内科） ℡472-1400
  陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
18日 びろうの樹整形外科（整形外科、内科）℡471-6611
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
25日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
１日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
３日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
８日 山口内科（内科） ℡473-1188
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
15日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
22日 松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111

10月・11月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

10月

11月
■松山地区　
10 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
11 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
■志布志地区
10 月 ６ 日～ 10 月 12 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
10 月 13 日～ 10 月 19 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
10 月 20 日～ 10 月 26 日	 山本組	 ℡ 472-1101
10 月 27 日～ 11 月 ２ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
11 月 ３ 日～ 11 月 ９ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
11 月 10 日～ 11 月 16 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
10 月 ４ 日～ 10 月 10 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
10 月 11 日～ 10 月 17 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
10 月 18 日～ 10 月 24 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
10 月 25 日～ 10 月 31 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
11 月 １ 日～ 11 月 ７ 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
11 月 ８ 日～ 11 月 14 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068

水道修繕当番店

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
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○
企
業
な
ど
の
求
人
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○
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時
的
な
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ル
バ
イ
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募
集

○
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店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
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１
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当
た
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縦
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、
横
90
ミ
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メ
ー
ト
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と
し
、
１
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２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
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数
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８
枠
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し
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す
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■
広
告
掲
載
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１
枠
当
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額
１
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円
（
２
枠
の
場

合
は
２
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円
）

■
広
告
掲
載
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込
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広
告
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載
申
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書
に
広
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案
を
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付
し

て
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載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
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出
し
て
く
だ
さ
い
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広

告
掲
載
申
請
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本
庁
総
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課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
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す
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※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
に
ご
注
意
！

　

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫
は
イ
ヌ
マ

キ
の
葉
を
食
べ
て
木
を
枯
ら
し
ま
す
。

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
庭
木
や
生

垣
等
に
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫
を
み

つ
け
た
ら
す
ぐ
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

駆
除
の
方
法

■
幼
虫
を
集
め
て
駆
除

　

幼
虫
の
数
が
少
な
い
場
合
は
、
木
を
揺

す
る
と
糸
を
引
い
て
落
ち
て
き
ま
す
の

で
、
集
め
て
駆
除
し
ま
す
。

■
幼
虫
に
薬
剤
を
散
布

　

幼
虫
が
大
発
生
し
た
場
合
は
、
薬
剤
散

布
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

効
果
が
高
い
の
は
、
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
で

す
。
約
４
千
倍
に
希
釈
し
て
幼
虫
に
直
接

か
か
る
よ
う
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
薬

剤
は
、
最
寄
の
農
薬
取
扱
店
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

耕
地
林
務
水
産
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

イヌマキの被害の様子（写真提供：窪健一氏）
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志布志市くらしのカレンダー
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第12回創年市民大学「養父信夫」（24㌻参照）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:00～12:00 やっちくふれあいセンター）
ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
母子康手帳交付（9:30～12:00松山支所市民課窓口）
年金移動相談所（10:00～15:00 志布志支所5階会議室）
蓬原校区ふれあい移動市長室（19:00～ 蓬原青少年館）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

志布志市総合芸術祭（16:00～ 文化会館）

志布志町秋の芸術祭（9:00～ 文化会館）
陣岳健康ハイキング（7:30 ダグリ岬遊園地駐車場集合）

ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

29

28

体育の日

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

30

31

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
消費生活無料弁護士相談会（9:00～ 志布志支所5F会議室要予約）※1
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 新橋公民館）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

文化の日

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第13回創年市民大学「志布志市長」（24㌻参照）

心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）※3
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
女性がん検診・骨粗しょう検診（志布志地区）
　　　　　（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※4
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付）※4
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
女性がん検診・骨粗しょう検診（志布志地区）
　　　　　（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※4
育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

女性がん検診・骨粗しょう検診（志布志地区）（8:30～9:00受付）※4

やっちく松山藩第21回秋の陣まつり（19ページ）
有明町文化祭（18:00～ 有明改善センター）

秋の陣まつり城下散策ウォーキング（7:30 松山小学校駐車場）

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
母子康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

第２回男性講座（9：30～13：00 開田の里公園体験館）

原田校区ふれあい移動市長室（19:00～ 原田青少年館）

(土)

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※2
合同行政相談（10:00～15:00 松山支所2階第1会議室）
特設人権相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）※3
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第11回創年市民大学「奈良迫英光」（24㌻参照）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）　

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）

育児相談（10:30～12:00受付 健康ふれあいプラザ）

肺がん検診（志布志地区）※4
育児学級（9:45～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30～12：00 やっちくふれあいセンター）

ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1  消費生活相談は事前予約制になります。市役所港湾商工課　℡474-1111（内線284）までご連絡ください。
※2  法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※3  心配ごと相談と同時に消費生活相談員による消費生活相談も行います。
※4  場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。

日曜当番医は41ページに掲載しています
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編
集
後
記

▼
昔
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
が
情
報
を
発
信
し
、
個
人
で
情
報

を
発
信
す
る
と
い
う
の
は
、
難
し
い
も
の
で

し
た
。
▼
し
か
し
、現
在
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
簡
単
に
情
報
を
発
信
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
▼
そ
し
て
、
世
の

中
に
は
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
」
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
▼
最
近
、
そ
の
よ
う
な
環
境

に
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
必
要
な
情
報
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
こ
れ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
と
き
に

メ
ニ
ュ
ー
が
10
個
く
ら
い
し
か
な
い
と
簡
単

に
注
文
で
き
る
の
に
、
電
話
帳
の
よ
う
に
分

厚
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な

い
の
に
似
て
い
ま
す
。
▼
現
在
、
食
事
や
娯

楽
、
情
報
と
全
て
が
飽
食
の
時
代
と
い
わ
れ

ま
す
。
▼
今
後
は
、
こ
の
多
く
の
選
択
肢
の

中
か
ら
取
捨
選
択
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

▼
私
も
市
報
し
ぶ
し
を
捨
て
ら
れ
な
い
様
に

作
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
本
）

　

10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

10
月
20
日
、
11
月
１
日
、
13
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

10
月
25
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

10
月
12
日
・
11
月
９
日
（
10
時
～
）

女
性
支
援
相
談
（
有
明
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　

10
月
21
日
・
11
月
4
日（
13
時
～
17
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店
・

サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店

・
フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店

・
安

楽
温

泉


